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2002 年度（平成 14 年度） 修士論文要旨 

 

学習におけるナレッジマネージメントの研究 

 

 近年の情報化は教育分野においても成熟の度合いを高めつつあり、各教育機関が多種多

様の目的の元に情報システムを導入している。しかしその多くは学事の効率化や、内外に

対する情報公開に終始し、学生の勉学や研究を積極的に支援していくことには趣をおいて

いない。その為学生には依然として必要な情報が適切に伝わらず、個人の主観や風評を元

に履修を行う風潮は変わることなく、多くの学習機会と可能性が失われている。 

 本研究はこのような現状を鑑みて、大学における学生の学習環境の向上をはかり、学生

と学校の価値を高めていく為に何をすればよいか、ということの分析と解決手段の提供を

行うものである。ここで定義する学習環境を大別すると、(1)履修計画支援環境、(2)教材共

有環境、(3)自習支援環境、の３つに分けられる。本研究はその第一歩として(1)の履修計画

支援環境の実現を目指すものである。学習の過程において履修計画の立案は、学習目的の

明確化という大枠的な意思決定に留まらず、発展学習や自習にも関わるものであり、その

最初に位置付けられるべきものである。 

効果的な履修計画を実現する為には、学生の自助努力だけではなく、カリキュラム情報

の体系化と公開等、様々な要素を分析して効果的にまとめあげる必要がある。そしてより

洗練された履修計画を立案する場を提供する為に、本研究は大学内における暗黙知の表出

化と形式知への変換を行い、蓄積、共有、評価による新たな知を発見するナレッジ・マネ

ージメントのプロセスを導入する。本論文は、このような履修計画支援環境を情報システ

ムとして実現し、その内容を評価した上で、後の発展的学習環境へのアプローチについて

述べるものである。 

 

キーワード： １．履修計画支援環境、２．知的創発環境、３．ＣＮシステム、４．ナ

レッジ・マネージメント 
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Abstract of Master's Thesis 

Academic Year 2002 

 

Reserch of Knowledge Management in Study 
 

In recent years, there are many educational institutions which introduce information 

processing systems to support their educational goals. For most of the institutions, 

however, the functions of the system are to open their guidance information to public or 

to increase the efficiency of works.  Their information systems are not yet utilized to 

support students’ study and research.  Due to the lack of necessary information, 

students’ course decision is often made subjectively and under meaningless rumor.  As 

a result, students lose opportunities for better study and more possibilities. 

 

Considering this situation, I will, through this research, analyze how we can improve 

study environment of universities, and offer a solution to the problem. The study 

environment are defined as (1) the environment to support planning of courses, (2) the 

environment to share study materials, and (3) the environment for self-study.  The goal 

of this research is to establish the above (1) the environment to support planning of 

courses.  In the process of study, planning of courses is most important for it relate not 

only to the purpose of study but also to the development of study as well as self-study. 

 

Students need to work hard by themselves to design effective study plan. It is also 

essential to analyze many factors such as systemized university curriculums and 

opening of curriculums.  We introduce the method of knowledge management process 

to universities, that is, we will articulate tacit knowledge and change it to explicit one.  

This thesis refers to the process of creating information processing system as an 

environment to support planning of courses, evaluate the results and explain the 

approach to the future researches. 

keywords 

1.environment to support planning courses 

2.knowlege creating environment 

3.CN System 

4.knowledge management 
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第一章 研究背景と目的 

 

１．１ クラスター制度について 

 慶応大学湘南藤沢キャンパス（以下ＳＦＣ）では、そのカリキュラムに対し 2000 年度よ

りクラスター制度が導入された。これは将来の方向性を見据えて、大学における科目を複

数の専門領域に分け、様々な分類（表１）を行うものである。従来の制度と比較すると、

より専門性の習得を重視したカリキュラムとなった。 

 

分類指針 具体内容 

クラスター（専門領域）ＩＴ（Information Technology）、ＳＩ等

科目種類 クラスター科目、汎用科目、専門科目等 

科目分野 環境情報系、総合政策系、複合系 

科目属性 情報処理科目、データサイエンス科目等 

（表１－１ クラスター制度分類） 

 

１．２ 新カリキュラムの問題 

 クラスター制度は、学生の進路と興味に関連する専門領域を設定し、履修の指針とした

ことで、履修時の科目選択に大きく貢献するものとなった。しかし同時に以下のような問

題も浮き彫りになった。 

① 情報不足と難解さによるカリキュラムへの理解度の低下 

 －カリキュラムの目的が学生に浸透していないままに情報が利用されている。 

 －クラスター制度の複雑な分類概念が説明しきれていない。 

 －履修マニュアルの記述が建前的なものに終始し、学生の欲しい情報が載っていない。 

 －履修計画の具体的な方法が示されていない。 

② 情報の散在による信頼性と効率の低下 

 －公式情報や口コミ情報が風評のような形で散在し、何をどの基準で信じてよいのか分

からない。 

 －様々な情報源からの情報収集が困難な為、履修計画の立案が面倒に感じられてしまう。 

 －本という性質上、履修マニュアルの情報に様々な制約をかけて、履修計画を立てるこ

とは非常に困難である。 

また問題認識とその解決だけではなく、何をすればより便利な履修選択を行うことができ

るか、ということにも着眼する必要性を認識した。クラスター制度によって履修の目的が

明確になれば、履修計画の立案が可能になる。そこで履修計画というものをどのように捉

え、行っていくのかを考える必要がある。 
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１．３ 履修計画の立案とＳＦＣ 

 履修計画の立案とは、大学生活 4 年間という長い過程において、何を目的にどの授業を

履修するかということを考えることであり、本来の意味では学生にとって必須行為である。

しかしこの行為を積極的に支援する必要性は、大学にとって必然的なものではなかったこ

とも事実である、その理由として、以下のようなことが考えられる。 

A) 一般の大学では学部ごとに分野が限定され、その分野が必然的に将来の方向性と関わ

ってくるので、履修計画を立てるまでもなかった 

B) そもそも大学の学部と分野が、直接将来の進路に関係するものではなく、基礎教養に

とどまっていた 

C) 履修計画の方法論がなかった。その手段もなかった 

D) 特定の目的を持って入学してくる学生の数が圧倒的に少なく、必要性を感じることが

できなかった 

 このうちＡとＢは学校の存在とカリキュラム自体が抱える要因であり、これについて論

議することは本研究においてはあまり意味を成さない。しかしＣとＤについては、多くの

大学において普遍的な要素であり、これを解決する為の取り組みを行う意義は多いにある。 

 ここでＳＦＣにおける履修環境を考えてみると、クラスター制度以前からカリキュラム

が対象とする学習領域は広く、学部が直接専門分野を示すということはなかった。その為

学生は幅広く興味分野を追求し、探索できることができたが、その反面きちんとした将来

における進路の意志がなければ、その場限りの興味でつまみ食いを行うだけに留まり、専

門性を追及することは難しかった。この結果ＳＦＣは社会の潮流に逆らって、よく言えば

ジェネラリスト的、悪くいえば中途半端な人材を多く輩出することになり、それは必ずし

も企業や学生の望むべき形ではなかったはずである。この状態では、ＳＦＣの科目群の係

わり合いがまるで明らかではなかったので、履修計画を立てることは非常に困難であった。 

 そこで 21 世紀になってクラスター制度が導入され、特定の科目群を専門分野としてまと

めることにより、より専門性をもった人材を育てることに趣をおいたカリキュラムができ

た。これにより履修の意義と目的が明らかになったので、履修計画を立案する環境が整っ

たといえる。しかし前述のような問題もあって、その効果は殆ど発揮されていない。とい

うより履修計画の立案は学生が主体となって行うべきものであって、これ以上を学事に求

める方に無理があるともいえる。 

 このように履修計画の立案は、長く潜在的に求められてきたにも関わらず、実現する術

を持たない為にＳＦＣにおいては一般的なものとは成らなかった。しかし科目の履修選択

は、学生の方向性に大きな影響を及ぼし、強いては就職等の進路にも関わる大きな学習要

素である。これが定まらなければ、モチベーションの向上や、学習に対する強固な意志を

学生に期待することに意味はなく、いかなる自習環境や教材共有環境を築いても、その効

果を最大限に発揮することはできないのである。 
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１．４ 学生の履修計画に対する意識調査と分析 

 ここでＳＦＣの学生に対し、履修計画に関する意識調査と、その結果から伺える履修計

画支援環境についての分析を行う。具体的には学生 30 人に対し、ＳＦＣにおけるカリキュ

ラム制度の認知度と、その情報を利用してどれだけ履修計画が立案されているのか、を調

査した。以下はその結果である。 

 

質問１：クラスター制度について、どのくらい知っていますか

10%

80%

5%
5%

よく知っている

とりあえず知っている

あまり知らない

ほとんど知らない

 
 

このデータからは、クラスター制度はある程度理解、認知されていることが読み取れる。

が、「カリキュラムを理解する」という言葉からは、単位取得の為の消極的理解、自分の嗜

好に合った科目を探す為の能動的理解と、将来を見据えて履修計画立案等につながる積極

的理解という、3 通りの解釈ができる。学生のクラスター制度に対する姿勢はそのいずれな

のか、それは以下の質問事項で示された。 
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質問２：クラスターを意識した授業履修を行っていますか？

15%

45%

35%

5%

かなり意識している

参考程度にしている

無視している

楽な科目だけを選ぶ

 
 

クラスター制度は、専門領域内における、科目の集中履修の指針を示している。その為

単なる授業情報として、参考程度に利用した場合は、その効果をあまり発揮することはな

く、進路に直結した履修計画の立案にもつながりにくい。また、まるで無視している学生

も４０％にのぼった。 

学生が履修計画を立案するためには、クラスター制度を正しく認識し、理解している必

要がある。これらの質問紙調査データは、クラスター制度を認知するために、様々な情報

提供をしていく必要があることを示している。 

 

質問３：自分の進路を見据えて「履修計画」を立てたことがあり
ますか？

25%

40%

5%

30%
入学時からしている

危機感を感じた３年生
からしている

必要ない

情報が少なくてできな
い

 
 

履修計画の立案に関しては、学生のほぼ 95％が必要と認識している。しかし入学時から

その重要性を把握して、それを行ってきた学生は全体の約 4 分の一にとどまり、遅まきな
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がらその必要性を把握した人や、情報の少なさから実行できなかった学生は７０％にもの

ぼる。就職直前の 3 年生に履修計画の立案をはじめても、その効果は著しく低下する。こ

れらのデータからは、学校が何らかの形で、履修計画を立案するための情報と手段を、学

生に提供する必要があることを示している。 

 

そこで、本研究が行われた結果、履修支援システムが学校に導入された場合、どれだけ

の人が履修計画立案を行ってくれるのかを示した調査結果が以下のとおりである。 

 

質問４：履修支援システムがあったら、それを使って履修計画
を立ててみたいと思いますか？

25%

70%

5%

切望する

興味はあるので使って
みたい

いらない

 
 

殆ど全ての学生が、このシステムの導入を期待していることが読み取れる。本研究は、

まずは履修計画の立案そのものに興味を持ってもらうことを目的としているので、興味を

示してシステムにアクセスし、履修計画について考えてもらうだけでも大いに意義のある

ことである。 
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質問５：これまでの履修生活を振りかえって、どう思います
か？

25%

60%

15%
0%

中途半端に終わり、や
り直してみたい

中途半端に終わった
が、悔いはない

有意義な履修生活
だった

勉学以外が有意義
だった

 
 

最後の質問として、学生に対して履修生活を総括してもらった。この結果、８５％の学

生が、履修生活が中途半端なものになってしまったと答えている。それでも SFC において

は、この自由度の高さが売りであったため、悔いはないと回答した学生が過半数を超えた。

専門性を重視したクラスター制度に基づいた履修支援システムを利用することにより、こ

れらの人々がより有意義な履修生活を行えるようになることが期待される。 

 

 

１．５ 研究の目的、方向性と進め方 

 以上のような調査結果からは、履修計画支援システムは比較的需要の高いものであるこ

とが認識される。しかし学習環境全体を考えれば、履修計画支援環境は一機能に過ぎず、

学習そのものを支援していく E-Learning 的要素の強い自習支援システムや、教材開発と利

用における授業間の効率的な連携をはかる、教材共有システムのようなものが必要になる。

ここでは膨大な情報が存在し、それらが複雑な関連を持ち合うことになるので、それぞれ

に対しメタ項目を設定して意味付けを行い、適切な管理の下で知恵の創造と再利用、情報

の引き出しの手段を提供する必要がある。本研究を発展させたこれらの環境とシステムに

ついては後述するが、これらを実現する為にもカリキュラムが学生に適切に理解され、履

修計画がきちんと立案されている必要があるのである。また、本研究の実現とその利用状

況の検証により、教育分野における学生主体の情報システムがどのように学生に評価され

るのか、を把握することができる。このように本研究は、学内における情報を管理、再利

用することによって、新たな知恵を学校に生みだし、学習環境の向上をはかる目的をもっ

て始まったものである。その推進力となったのが近年クロースアップされてきたナレッ

ジ・マネージメントであり、この方法論を大学に取り入れることで問題の解決をはかるこ

とを試みた。その為にこの論文のタイトルは「学習におけるナレッジマネージメント」と
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いうことになっている。しかし時間的制約の中、成果を伴って実現できたものは「履修計

画支援環境」だけであった。そのため本論文のタイトルとして結果的には「履修計画支援

環境の研究」というものが正しい。しかしそのように表現しては、研究の意図は正確には

伝わることがなく、学校における一時的な便利ツールに留まってしまう恐れがある。そこ

で本論文では、あえてこのタイトルを使用したことをここで明記するものである。 

 

これらの状況を鑑みて、本研究の目的は、 

学生の履修計画と学習を支援する為、 

 

１．大学のカリキュラムを体系化、メタ情報化し、 

２．必要な知的情報を共有管理することで 

３．学生の履修計画を入学から卒業までナビゲートできる 

 

 

 

ような情報システムを構築すること、 

と設定する。 

つまりは実現するシステムを「履修計画支援システム」へ一本化し、それに特化した情報

提供に総力を注ぐものである。具体的な研究は以下のようにして進めることになる。 

① 現状認識と学生の意思の調査（既述） 

② 研究対象と領域の確定（既述） 

③ 履修計画のシナリオ分析 

④ 履修計画立案時における要求の調査 

⑤ 履修計画支援システム要求分析 

⑥ 履修計画支援システムの設計 

⑦ 履修計画支援システムの実装 

⑧ 履修計画支援システムの評価と問題 

⑨ 学習環境として発展研究についてのアプローチ 

⑩ 今後の展望 
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１．６ 既存の教育情報システムとの比較 

 本研究の具体的内容に入る前に、現在世の中に存在する教育情報システムについての紹

介と、本研究との相違点を述べてみたい。 

 

① 情報公開、事務効率化システム 

 これは学事が主体となって、学校運営の効率化を図るために情報システムを導入したも

のである。学事の為には名簿や成績管理を行うシステムが用意され、外部に対してはＨＰ

上におけるカリキュラム公開や、情報提供の窓口として機能する。内部の学生に対しては

ＷＥＢ上における学事連絡、履修登録、休講情報の提供などを行うものである。これらは

主に、アナログでやってきたことをデジタル化、ネットワーク化して、様々な効率化を目

指したものであり、情報伝達の手段の域を出ない。また多くの場合、学事の要求の元に企

業が開発したシステムであり、学生がその意志決定に参加することはできない。よって学

生主体の履修計画立案等の概念はなく、あったとしても学事による一方的な模範履修例の

掲示で終わってしまう。 

 このようなシステムは、近年の教育機関においては必須のものとなりつつあり、ＳＦＣ

はじめ多くの大学が用意している。ＳＦＣ以外では関東学院大学が富士通と提携して作り

上げた「WEB-Campus」が知られている。 

 

② 情報環境システム 

 大学に対し、広帯域のネットワークシステムと、高性能の機器、既存のパッケージソフ

トウェアを導入し、情報教育の環境を整える基幹システムである。当然のことながら教育

内容にまでは深く踏み込まず、本研究とは何の関連もない。 

 

③ 遠隔授業システム 

講義の様子の録画を行い、リアルタイムでストリーム配信を行う遠隔授業を実現する為

のシステムである。高速なネットワーク網がキャンパス間やユーザーとの間に敷かれてい

る必要があるが、ブロードバンド時代の到来後は、急速に発展していくものと考えられる。

中には大学をインターネット上に三次元で仮想再現した、バーチャルキャンパスと呼ばれ

るものもある。本研究では遠隔授業の手段やサービスについて、触れることはない。 

ＳＦＣにおいてはＳＯＩ(School of Internet)が遠隔授業を行っている。バーチャルキャン

パスとしては人間総合科学大学が有名である。 

 

④ 他キャンパスとの単位互換システム 

 これは他の大学やキャンパスとの単位互換をはかり、大学の連携と授業の効率化をはか

るものである。基本的には履修登録システムだが、他の大学との連携を図る為に、交流の

場が設けられている場合もある。 
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これは学習院大学・学習院女子大学・日本女子大学・立教大学・早稲田大学が提携して

行っている f-campus が有名である。授業の感想や様子を報告する交流掲示板が設けられて

いるが、掲示板という性質上その効果は限定的なものになる。このような一時的な情報を

も蓄積して利用することを本研究は視野に入れている。 

 

⑤ コミュニケーションシステム 

 これは学生が主体となって運営し、学生同士の交流手段の提供やスケジュールの公開な

どを行うものである。サークル内等の小さなシステムから、大学全体をカバーする大きな

システムまで多種多様である。 

ＳＦＣにおいては SFC-MODE が普及している。この中には時間割機能もあって、お互

いが何を履修しているかが分かるようになっている。しかしここでの時間割機能の主な目

的は、相手のスケジュールを知るためであって、履修計画まで踏み込んだものではない。

それでも学生主体で、時間割機能を備えたＷＥＢ上のシステムということで、本研究が運

営にまで至った場合は、委託先として理想な機関である。 

 

 これらの情報システム以外には、WEB Based Training や E-Learning を目的とするシス

テムが挙げられる。しかしこれらは企業や教育機関が、特定の学習内容を教育する為の具

体的な学習教材であり、本研究とは意趣違いである。 

 このように本研究によって実現される情報システムは、現在世の中にある既存のシステ

ムとは大きく異なるものであるが、既に稼動している学内システムは利用者を持っている

ので、学内における情報の窓口を一本化するためにも、これとの連携や組み込みを検討す

る必要性はある。 

 

 最後に、本研究が対象外とする関連事項を挙げておく。 

 初等、中等教育全般 

 ゆとり、ボランティア等の課外活動、留学 

 情緒教育の問題 

 カリキュラム作成や選定、教育デザイン 
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第二章  履修計画支援環境 

 

２．１ 現状分析 

 本研究の最終的な目的は、学生がそれぞれの理想的な履修計画を立案できるような環境

を構築することである。それが具体的にどのようなものになるのかを考案するには、学生

の現状と要求を把握することが必須になる。そこで以下に、現在の学生が行っている履修

時のシナリオを描き、その分析を行う。 

 

 シナリオ１：新入生のＡ君は、なんとなくコンピューターの世界に憧れていて将来ゲ

ーム関係の仕事をしたいと漠然と思っていました。そこで「プログラミング入門」を

履修して、いざ応用科目に望もうとしましたが、同じＩＴクラスターにもたくさん科

目がありすぎて何を履修すればよいのか分からなくなりました。結局「システムプロ

グラミング」を履修したＡ君は、ＯＳ周りの情報処理知識の習得に追われ、プログラ

ミングがすっかり嫌いになってしまいました。 

  分析：クラスターはあくまで専門領域であり、その中で個人が目的に応じた履修を行

う必要がある。しかし現状では科目同士の関連、進路と科目の関連が明確ではなく、

個人がそれを行うことは困難である。このケースの場合、Ａ君は「ゲームプログラミ

ング」を履修するか、コンテンツ系の研究会の門をたたく必要があったわけだが、そ

れを彼が知る術はきわめて少ない。 

 

 シナリオ２：在校生のＢ君は、株式について興味を持っていました。しかしシラバス

を見ると、それに関係する講義は山ほどあって、全て履修することは不可能な事がわ

かりました。そこで近道をするために応用授業である「金融工学各論」を履修しまし

たが、途中で挫折してしまいました。 

分析：似たような科目がたくさんある場合、講義の代替補完性についての情報が必要

になる。また過去の学生が辿った履修軌跡とその評価情報があれば、効率的な履修計

画を作成する参考材料になる。基礎科目から応用科目まで、もっとも効率的かつ有意

義な履修プランを学生は必要とするのである。 

 

 シナリオ３：在校生 3 年生のＣ君は、未だにやりたいことが見つかりません。学校自

体は楽しいし、興味のある授業ばかりを履修してきたのですが、具体的な進路にそれ

が結びつかずに困っています。 

分析：興味があってもなくても、何らかの潜在的な指針の元に履修が行われてきたは

ずであり、それを主観的に理解できないケースは多々あると思われる。これまでの履

修内容からその規則を抜き出し、客観的な評価からその学生が向いていると思われる

クラスターや進路を示す仕組みが存在すれば、学生に対して何らかのきっかけを与え
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ることができるはずである。 

 

 シナリオ４：新入生のＤ君は、将来マーケティング関係の仕事をやりたいと思ってい

ます。しかし数学や統計は苦手なので、基礎科目にみっちり時間をかけることにしま

した。しかし、基礎科目をたくさん選択しているうちにこんな不安が浮かんできまし

た。「こんなペースで本当に応用科目にまでたどり着けるのだろうか」。 

分析：基礎科目、応用科目を含めた全ての関連科目を、あらかじめ 4 年間分の学期ご

とに配置し、総合的なスケジュールが立てられれば、ゴールがある程度保証されてい

る分、安心して履修に専念することができると思われる。 

 

 シナリオ５：在校生のＥ君は、いくつかの進路に直結しそうな応用科目に興味を惹か

れました。それを履修するまでに基礎科目の履修が必要らしいのですが、いちいちマ

ニュアルを辿ってそれを探していくことが面倒に感じられるし、全体としてのイメー

ジもつかめません。しかも他にもその応用科目に関係しそうな基礎科目は存在してい

るのに、マニュアルにその既述は見られないので、Ｅ君は混乱してしまいました。 

分析：文字というメディアでは、科目の関係や進路の全体像を把握することは難しい。

科目の関連は図示するべきである。また科目同士の関係は、実際には学事や教員が決

定したものだけではなく、学生が自分の経験でもってそれらを把握し、他の学生に知

らせる必要がある。 

 

 シナリオ６：在校 3 年生のＦ君は、いままでＩＴクラスターで情報処理を専門にやっ

てきましたが、最近自分にこの分野が向いていないように感じはじめてきました。そ

こで次の学期からは、興味のある組織経営について勉強してみようと思ったのですが、

あまり時間も残っていないので基礎科目の代替になる知識習得は休暇中に自習で済ま

せ、最短の履修プランでこれを実現したいと思っています。しかしそのような情報が

なく、困ってしまいました。 

分析：学生にとって、方針転換はつきものであり、この時のサポートをどのようにし

ていくのかは、非常に重要である。学事や教員が授業における前提知識、前提授業等

の情報を明記し、学生は時間と共にそれに対応した履修計画プランを成熟させていく

必要がある。 
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２．２ 履修計画とナレッジ・マネージメントプロセス 

 履修計画は多くの学生がそれぞれ作るものだが、それが洗練されてより有意義なものに

なるためには、どのようなアプローチをとればよいのか、についてここで述べる。本研究

は知的創発環境 enTrance を具現化したものであり、知的情報の洗練と創造の段階において、

ナレッジ・マネーメントの概念を導入している。 

 知的創発環境 enTrance[1]とは中鉢欣秀、石井優毅の両氏を中心に考案された、大学環境

における知的生産活動を支援する為の枠組みである。これは学生の間に広がる暗黙知を表

出化し、形式知にした上でそれを利用し、結果新たに生まれた知識が学生にとっての暗黙

知を生み出していくという主張を行うものである。これが従来のナレッジ・マネージメン

ト論と異なる点は、実際の情報システム運用を考えた上で、知識の蓄積、関連付け、評価

に至るまでの方法論を展開していることである。 

 本研究においては、学生の作り出した履修計画図や時間割、授業に対する評価がこれら

の「知識」に値する。授業情報やカリキュラム情報はあくまで「データ」である。以下に

知識の洗練プロセスを示す（図２－１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 履修計画図 

・ 時間割 

・ 授業評価 

形式知 

授業や進路に対する主

観、風評 

・ 履修計画図 

・ 時間割 

・ 授業評価 

内面化 

新たな知 知の創造 

参照 

引用 

評価 

表出化 

暗黙知 

 

（図２－１ 履修計画の洗練） 
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① 学生は主観や風評に基づいて履修計画を立てるが、これを洗練する為にはまずはこの

主観や風評を目に見える形で「表出化」する必要がある。本研究では、これをただの

文字データとして扱うのではなく、科目の関係を図示する「履修計画図」として表現

する 

② 表出化された履修計画図はいまや「形式知」である。学生は作成した履修計画図に、

どのような目的、主観と判断基準でこれを作成したのかを明記する。これを蓄積する

ことで学生同士が相互に履修計画図を参照することが可能になる。 

③ 学生は形式知となった他人の履修計画図を参照し、自分の履修計画の参考にすること

ができる。同時に他人の履修計画図の評価（ナレッジ・レーティング）を行い、コメ

ントを寄せることで直接的な交流による履修計画図の洗練をはかることができる。ま

た enTrance のナレッジ・レファレンスの概念を利用し、参照元を記録しておくことで

著作物の管理と、成熟の過程を辿ることができるようになる。 

④ 学生が他人の履修計画図を参照することで、新たな知の創造といえる履修計画図が生

まれることになる。これが蓄積されることで、さらなる洗練の機会が与えられる。 

⑤ 新たに作られた履修計画図は時が経つと共に内面化が行われ、その履修結果に基づく

新たな意見、風評とそれぞれの主観が発生することになる。これらは暗黙知としてし

ばしの間存在し、形式知として表出化される時を待つのである。 

 

 このように履修計画は他者と共有し、評価と再計画を繰り返すことでより洗練されてい

く。これは履修計画図にとどまらず、授業の評価や 4 年間の履修スケジュールといった、

履修計画に必要な知的情報全てにおいて同様である。本研究を実現するためには、これら

のナレッジ・マネージメントプロセスを取り入れた知的創発環境が要求されるのである。 

 

２．４ 教育分野における効率性と価値創造の追求 

 ナレッジ・マネージメントは企業が経営的側面からそれを実行することにより、社会に

おいて注目される概念となった。ここでは学校を、教育水準を高めることを目的とした企

業としての存在と仮定し、分析を行う。 

 産業革命以降の労働力の集約と大量生産による企業運営は、情報化時代の到来と共にそ

の限界を見せ、多くの企業は情報を集積し、操作することでの生産性の向上と効率化をは

かった。これは教育分野においても同様で、従来型の大規模で一元かつ一括教育はとうに

その役割を終えている。しかし日本においては新たなる教育の決定的な形は未だ存在せず、

初等、高等教育共に迷走と試行錯誤の段階にある。体罰の規制は、それに代わる手段を見

出せないままに行った為に教員と親の権威の低下を招き、様々な社会問題の潜在的要因に

なりつつある。具体的なビジョンなしにはじまった「ゆとり教育」は、塾や私立学校の暴

走を招いている。また、ばらまき型のＩＴ講習は一時的な効果に留まり、情報処理能力を

持った教員の不足は深刻な問題である。このようなリスクを嫌った教育機関は、依然とし
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て従来型の教育を推し進めていく他に術はないことも事実である。本研究においてはこれ

らの初等教育や情緒教育にまで立ち入ることをしないが、これらの問題が解決しなければ

大学における教育に変化を促すことは非常に困難であることも記しておきたい。 

 以上に挙げた初等教育、高等教育の双方とも、このような問題において国が一元的に解

決してくことは困難であり、必然的に教育手段や内容は多様化していく時代になりつつあ

る。その為教育機関の競争は激しくなり、その質の向上は一層求められることになる。大

学教育分野における質の向上とは、ここでは以下のものをさす。 

 短期的な学習 

―これはその時勢に合わせ、知識や技術のニーズにすばやくこたえるものである。 

―表計算ソフトやＯＳ操作の講習などがこれに含まれる。 

 長期的なコア・コンピタンス 

 ―学校のイメージや顔とも成りえるビジョンや評判であり、自他を明確に区別する点で

大学が長期的に存続していく上で必要な概念である。 

 ―これは専門分野の選定や、カリキュラムの内容に関わるものだけでなく、学生に潜在

的に教授された価値観や、暗黙的に蓄積されたノウハウも含まれる。 

上記の二つの概念は、多くの場合両立させるのが難しい。将来的に日の目をみるかもしれ

ないことの為の教育を行っていては、それを証明する術がないために評価も曖昧なものに

なってしまう。クラスター制度以前のＳＦＣはまさにこの状況にあった。しかし社会や企

業の一時的なニーズにこたえる形で、短絡的に技術の操作法や知識の暗記を行う教育では、

ナレッジ・ワーカーとしては程遠い存在になってしまうことも明らかである。 

この問題は、企業においても同様である。企業は生産性の効率と向上を目指すが、同時

に長期的に存続することも視野に入れなくてはならない。そこで近年において多くの企業

は、事業の多様化とカンパニー制の導入を図ることで長期的な企業価値を維持し、

BPR(Business Process Reengineering)等による生産性の効率化と向上をはかることで、短

期的な収益獲得を行った。しかし安易な事業の多様化は失敗に終わることが殆どであり、

企業は自身の性質と限界を知った上での事業展開を行う必要に迫られた(情報引用元[2])。そ

の際に必要になる概念が「コア・コンピタンス」とよばれる、他社には真似のできない、

社員がもつ潜在的なノウハウや技術、価値観である(定義引用元[3])。そしてそれを支えるの

が社員に対する教育なのである。 

このように企業も学校も、コア・コンピタンスの確立を求めていることは同様である。

しかし両者の決定的な違いは、企業は明確な目的とそれに基づいた知識領域が存在するこ

とに対し、学校においては教育自体の目的は曖昧であり、その学問領域をてがける必然性

というものに欠けるという点である。この要因により、学校の存在価値はより希薄であり、

近年の就職難に伴って企業予備軍とも言われるような専門性重視の傾向は強まりつつある。

しかし大学の存在価値は、本来創造的な人材の育成にあり、決して特定の技術や知識に特

化した人材を輩出することではないはずである。特にＳＦＣにおいては、「問題発見解決型」
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の人材育成を重視していることもあり、一つの分野をマスターする「基礎積上げ型」の教

育スタイルはとっていない(参考 URL[4])。そこで専門知識をただ学ぶのではなく、自分に

とって必要な知識を必要なだけ学ぶ、というスタイルを自分で発見し、確立していく必要

があるのである。しかし適切な情報と知恵が存在しなければ、それはただの机上の空論で

あり、理想論に終わる。そしてこのような「知恵」は経験によってのみ得られていくもの

であり、学生の頭に潜在的に蓄積されていくものであって、教育分野における「コア・コ

ンピタンス」と呼ばれるものなのである。これを形式知として取り出すことができなけれ

ば、学校の発展、強いては教育水準の向上は望めない。 

 本研究は以上のように学生個人の中に、暗黙知として眠る履修と学習の経験を、組織の

知恵として残す為の手段を提供するものである。このような形で表出化された情報が、洗

練された知恵となり、学校のコア・コンピタンスをつくりあげていく、という仮定がここ

では存在している。留意するべき点は以下のようなものである。 

 コンテンツ情報にコンテクストを与える 

 履修計画や学習プランというコンテンツ情報は、その存在だけでは不十分である。それ

が作成された背景や文脈といった情報を与え、他者が適切にそれを理解できるような記述

と識別を行うべきである。 

 認知自体にメタ情報を与える 

 講義の評価や履修計画の感想は、個人の主観によって異なるものである。同じ結論に行

き着いたとしても、その認知行為がどのような主観に基づいて行われたのかを表出化しな

ければ、正しいデータの蓄積は困難である。その為個人の認知（評価）に対し、どのよう

な主観に基づいて行われたのかを識別するメタ情報を与える必要がある。また実行された

履修計画は、しばしそれを選択した自分自身を正当化する為の評価を、後づけの知恵とし

て与えてしまう恐れもある。このような情報は他人にとっては有害ともいえる情報であり、

客観的分析を可能にする手段を提供する仕組みを考える必要がある。 

 知恵を自分のものにする 

 一般的な認知学習論として、新たな情報は、自分の中の記憶と関連づけられることによ

って、自分にとっての記憶になるといわれている。つまり他人の知恵（履修計画）を、そ

のまま実行するだけでは、表面的な情報利用に過ぎず、新しい知は生まれない。また既存

の知恵の再利用による洗練のみを追求した場合、パラダイム転換といえるような大きな知

恵が創り出されることはなく、情報の鮮度も低下する。本研究においても、知の洗練と再

利用による創造のみに着目することなく、個人がそれぞれの主観に基づいて新たな知恵を

創り出していく為の手段を考え、提供したい。 
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２．３ 情報技術と教育 

 本研究は情報システムによって実現されるが、情報技術が持つ可能性と限界による影響

も必然的に顕著にあらわれることになる。ここではそれらの点について分析する 

 ＳＦＣを含め、現状の多くの大学は以下のような課題（引用文献[5]）を抱えている。 

 

 アクセスビリティの有無によって時間的、空間的に教育環境が制限されてしまう。 

 知識蓄積型の教育から脱却し、問題発見、解決型の人材育成を目指すことが難しい 

 多様な社会変化に対応する為の教育コストが高い 

 

履修計画支援システムは、学生に仮想的な空間としての「場」を与えると前節で述べたが、

これはアクセスビリティの問題を解決する為の手段でもある。本来大学のキャンパスとは、

学術的価値の高い資料と教員が集まる「場」であって、絶対唯一の存在ではない。それで

も情報技術による遠隔化と仮想空間の設立は、少なくとも現状ではそれに代わる存在とは

なりえない。しかし個人の学習過程自体から離れて、協調作業による新たな知の発見とい

う意味では、仮想空間という「場」は大きな効果を発揮する。特に履修計画を立案する上

では、協調作業はより消極的であり個人の主観による判断が決定的要素となる為に、多く

の協調作業の際に問題になる時空間による制約は致命的なものではない。そして遠隔授業

や通信教育が広く取り入れられた場合でも、キャンパスに行くことなしに履修計画の立案

が可能になるのである。また、大学や大学院は、近年社会人による短期的学習の場にもな

りつつあるが、このような人々は一般の学生が日々の学生生活の中で取得している、履修

時における暗黙知を知る術もない。しかし履修計画支援システムによって、表出化された

それらの知恵に社会人もアクセスすることができるので、学習環境の敷居を低くすること

ができるのである。これによって大学の価値全体を高めることができる。 

 近年の教育機関において、知識蓄積型の教育はもはやその標語になることはない。しか

し現実では殆どの大学において、そこから脱却することは困難な状況である。従来の教育

では、国や教育機関が要求することを学生が受け入れるという、学生にとっては受身の教

育であり、それが知識蓄積型の教育の温床になっていた。しかし社会の多様化、少子化に

よって、大学等の教育機関は「学生の要求」にこたえるような教育を施さないと、その存

続が危ぶまれる時勢になった。米国においては、これが過熱した結果、功利主義、成績重

視に基づいた大学教育が定着した(参考文献[6])。その結果米国の大学生は、日本の大学生に

比べて勉強熱心ともいわれるようになったが、一方で個人のゆとりと多様化を奪っている

ともいえる。このように「学生の要求」が個人の心底からきたものなのか、あるいは社会

的要求に追随したものなのか、を分別することは難しい。ともあれ、一般問題発見、解決

型の人間とは、この「学生の要求」を学生自身が発見し、積極的にその要求をクリアでき

るように大学にて勉学を行うこと、とも考えられる。何故なら受身の教育では、自分自身

での問題発見、認識、解決を行うことはモチベーション的な視点からも困難であるからで
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ある。すなわち、「自分自身のテーマを見つけ、問題の認識をはかること、そしてそれを解

決する際に参考になる講義を履修し、研究を行うこと」が問題解決型の人材育成に必要不

可欠といえる。それは履修計画を立案するということであり、そのような学生の行動を積

極的に支援することが、本研究によって実現される情報システムの目的なのである。 

 教育的側面から情報技術を考える場合、その多くは教育コストの削減に結びつくもので

ある。近年の教育機関は、他との差別化をはかるために様々な試みを行ってきたが、加え

て社会の多様化によって大学に求められる学習内容も増大した。これらを正面からクリア

しようとすれば、莫大な教育コストが人材確保や設備に必要になってしまう。そこで

E-Learning を導入し、自習や遠隔授業によって教員にかかる負担と費用を軽減することに

なった。今後もこのような教材は多く作られていくことになると思われるが、その際に考

慮しなくてはいけないことがある。それはそのような教材がどのような目的や進路と関連

するのか、学習計画のどの段階に位置付けられるのか、どの授業の代替と成りえるのか、

というような点である。社会の多様化によって授業の選択肢が増え、E-Learning 教材もた

くさん用意された場合、もっとも効率的で効果的な学生プランを学生は必要とすることに

なる。そしてそれは経験によってのみ裏付けられるものであり、大学はそのような知恵を

蓄積する必要があるのである。このような履修プランが学生によって確立された結果、内

容が重複している授業等の余剰要素が明らかになる。この余剰を削ることで、教育コスト

を適切に軽減することができるようになるのである。本研究が目指す履修計画支援システ

ムにおいては、このように授業や教材を、コースや履修計画全体の 1 部品として捉え、適

切な分析を可能にさせることを視野に入れるものである。 

 

２．４ 履修計画支援環境に求められる役割 

 ここまでの分析を整理し、本研究によって実現される履修計画支援環境に求められる役

割を以下に挙げる。 

 

 学生に必要な情報を一つの窓口で提供する 

 これは不足している授業情報の項目を洗い出して、それを含めカリキュラム情報を

学生が混乱しないように分かりやすい言葉で適切に伝えるということである。また、

情報が散在して管理と整合性の不備が起きないように、この窓口を一つのＷＥＢサイ

トに限定することも大切である。 

 履修計画の方法論を考案し、それに従った履修計画の立案を可能にする 

   情報をただ載せるだけでは、学生はそれをどう利用してよいのかが分からない。そ

の為、履修計画の方法論を考案してそれを手順化し、容易に履修計画を立案できるよ

うな環境を提供することが求められる。 

 履修計画を洗練し、新たな知を生み出すことができる知的創発環境を実現する 

   履修計画の情報を学生が共有し、他人の履修計画を自分の履修計画図の参考にし、
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それを公開するということを繰り返すことで、より洗練された履修計画を効果的に作

成することができる。他人と情報を共有するだけでなく、より視覚的にイメージをつ

かむことができる履修計画図の作成を可能にさせる。それぞれの履修計画図に対して

は、コミュニケーションと評価の場をＢＢＳのような形で与え、積極的な意見交換と

洗練の場を与える。 

 履修選択活動を容易にする 

   従来のように履修マニュアルを読みつつ、自分の履修計画に時間的、単位的、ある

いは学年的制約をかけていくという方法では、面倒で履修計画は立てられない。情報

システムを導入することでフィルタリングの自動化をはかり、学期ごとの履修選択を

簡易化する。これにより履修計画立案に学生は集中することができる。 

 長期的な履修計画スケジュールを作成できるようにする 

   一学期ごとの時間割登録だけでなく、履修計画図に従って長期的な履修プランをシ

ミュレーションできるようになれば、今後の道筋が明らかになって安定した履修計画

を行うことができるようになる。そのため 4 年間分の時間割登録が、入学時に可能で

あるべきである。 

 科目における情報、進路や他の科目との関連をはっきりさせる 

   履修計画図を作成し、それを効果的に検索するためには、適切なメタ項目が用意さ

れ、関連づけられてなくてはいけない。重要なデータ項目を洗い出し、それを知識と

して表現するための仕組みを考える必要がある。また、履修計画図同士の関連、引用

関係をツリー構造のような形で維持し、その洗練の過程、コンテクスト情報を利用者

が把握できるようにする。 

 

次章ではこのようにして固った要求を、情報処理システムとしていかに実現するか、と

いうことについて述べる。 
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第三章 システムの分析と設計 

 

 この章では、本研究が提唱する仕組みを情報処理システムという形で実装する際に、ど

のような分析と設計を行ったかについて述べる。 

 

３．１ 分析のアプローチと方向性 

 本研究においては、以下のような分析と開発手順を踏むことになった。これはオブジェ

クト指向コンポーネント設計手法である、Catalysis[7]を参考に行ったものである。 

 

 

アーキテクチャ決定 

コンポーネント内部仕様設計 

コンポーネント仕様設計 

システムコンテキスト（ユースケース）分析 

実装 

ビジネスドメイン分析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ビジネスドメイン分析 

 これは現実世界において発生している問題の所在を明らかにし、システムを適用するべ

き場所と範囲を把握するものである。前章までに述べてきた内容がこれに相当する。 

 

② システムコンテキスト分析 

 システムコンテキストとは、システムとアクター（システムの利用者）を、様々な抽象

度におけるサービスとしてつなぐまでの道のりを概念的に表した言葉である。これはユー

スケース（利用者が必要とする要求、サービス）を洗い出し、システムとしてどのように

表現するかを決定する段階であり、全ての開発プロセスにおいて最も重要なパートである。
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本論文においても、これを分析の核とする。 

 

③ コンポーネント仕様設計 

ユースケースをアクションに分解し、システムに登場する抽象的なオブジェクト（コン

ポーネント）とその相互関係、役割を明らかにする。 

 

④ アーキテクチャ決定 

 システム開発に使用する技術やフレームワークを決定する。これによってコンポーネン

トも影響を受ける。なお本研究においては、この段階においてコンポーネント技術の選定

を行わなかった為に、以降のプロセスは Catalysis が目指すものからは遠いものとなった。 

アーキテクチャについては次章において言及する。 

 

⑤ コンポーネント内部仕様設計 

 実装モデルとしてのコンポーネント設計を行う。本研究においては、コンポーネント内

部仕様設計ではなく、従来の実装に近い形での設計が行われた。 
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３．２ 設計の文法と概要 
このシステムには９つのユースケースが存在する。ユースケースとは、ここではシステ

ムに求められる要件と定義する。本章では、はじめに全てのユースケースを順に説明し、

その後それらに属するアクションの解説を行う。 

 

・アクタの定義： 

 アクタとはシステムの利用者であり、サービスを受ける者である。【学習計画を立案する】

ユースケース（以下 UC）では、アクタは一つしか存在しない。【学生】アクタは、SFC の

在学生をさし、図１のように表現される。 

学生

SFCの在学生を
さす

 

（図 ３－1 学生アクタ） 

ユースケースとアクションの定義： 

 本文書では、システムの「ユースケース」とシステムに対する学生の「アクション」を

独自の観点から明確に切り分けている。ここでそれらの定義を説明する。 

・ユースケース 

 ：ユースケースとは、ユーザがこのシステムを何のために使うかを表したもので

ある。システムを通してユーザは“どのように変わるか”・“何を得られるか”に答えられ

るかどうかをユースケースの基準としている。 

・アクション 

 ：アクションは、ユースケースを実現するために、ユーザがシステムに対して行

う動作をさす。 
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３．３ ユーケースの一覧と分析 

 以下に本システムに要求されるユースケースの分析と解説を行う。 

 

ＵＣ１：履修計画を立案する 

アクタ：学生 

目的：学生が、科目カリキュラムをもとに有用な履修計画を立てる。 

事前条件：学生がシステムにログインしていること。 

事後条件：学生には SFC のカリキュラムを踏まえた履修計画が存在する。 

Cluster Navigation System

学生

所属するクラスターを決める

興味ある科目と他の科目との関
係を知る

他人の履修計画を参考にする

履修計画を行う

<<include>>

<<include>>

<<include>>

 

（図３－2 UC1~履修計画を立案する） 

説明： 

履修計画とは、学生一人一人が持つ学生生活を通しての科目履修を決める際の方向性の

ことである。本システムの目的の一つは、まず学生にこの「方向性」を持ってもらうこと

である。本システムでは、これを様々な方法で実現する。 

① 学生には自分が所属するクラスターを決めてもらう(UC2)方法 

② 興味ある科目と他の科目との関係を知り(UC3)、それを元に方向性を考える方法 

③ 他人の履修計画を参考にして(UC4)考える方法 

本システムでは、これらを科目関係図として表示することで、より学生が理解しやすく

する。さらに学生がこれに対して操作を行うことで、自分なりの履修計画が立てられるよ

うにする。  

include するユースケース： 

・ 所属するクラスターを決める(UC2) 

・ 興味ある科目と他の科目との関係を知る(UC3) 

・ 他人の履修計画を参考にする(UC4) 

*これらのユースケースに関する詳細は、それぞれを参照。 

内部アクション： 
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・ 興味ある科目と履修した科目から科目関連図を作成する(AC1) 

・ クラスターから科目関係図を作成する(AC2) 

・ 白紙から独自の科目関係図を作成する(AC3) 

・ 保存されている科目関係図を閲覧する(AC4) 

・ 科目関係図に対して操作を行う(AC5) 

・ 作成した科目関係図を保存する(AC6) 

・ 興味ある科目を登録する(AC7) 

・ 履修した科目を登録する(AC8) 

*アクションの詳細については、それぞれを参照。 

イベントフロー： 

以下の図は、内部アクションの流れをアクティビティー図で記述したものである。左の図

は、学生が“興味ある科目と履修した科目から科目関連図を作成”し、編集・保存するイ

ベントフローを説明している。右に図は、学生が“クラスターから科目構造図を作成する”、

“白紙から独自の科目関係図を作成する”、“保存されている科目関係図を閲覧する”を行

ってから、その科目関係図を編集・保存するイベントフローを説明している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログインに成功した

興味ある科目と履修した科目
から科目関連図を作成する

科目を登録する

履修した科目
を登録する

興味ある科目
を登録する

履修した科目
を登録する

興味ある科目
を登録する

[ さらに登録する ]

[ もう登録しない ]

科目関係図に対
して操作を行う

作成した科目関
係図を保存する

[保存する]

終了

[終了する]

ログインに成功した

科目関係図に対
して操作を行う

作成した科目関
係図を保存する [保存する]

終了

[終了する]

クラスターから科目
関係図を作成する

白紙から独自の科目
関係図を作成する

保存されている科目
関係図を閲覧する

この大まかな手順をここで説明する。 

1. 学生は自分が考えやすい観点から科目関係図を生成する 

2. 生成された科目関係図に対して、学生は操作を行う(AC5) 

3. できあがった科目関係図を学生は保存する(AC6) 

4. 終了する 
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UC2：所属するクラスターを決める 

アクタ：学生 

目的：学生が履修計画を立てるにあたって、自分の興味をもとに所属するクラスターを決

める。 

事前条件：学生がシステムにログインしていること。 

事後条件：学生は自分の方向性と一致するクラスター、そして関係するクラスターを把握

できている。 

所属するクラスターを決める学生

ユースケース名：
所属するクラスターを
決める

アクタ：
学生

 

（図 ３－3 UC2～所属するクラスターを決める） 

説明： 

クラスターは本来、学生が有用な科目履修をしてゆく上での目安となるものである。し

かし現状ではどのクラスターが自分興味にあっているかが把握しづらいため、履修計画の

目安となっていない。本システムでは、学生の履修してきた科目と興味ある科目をもとに、

科目関係図を生成できる。これにより、学生はどのクラスターを自分が参考にすればいい

のかが解る。 

内部アクション： 

・ クラスター内の科目構成を把握する（カリキュラム情報を得る UC） 

・ 科目情報を閲覧する（カリキュラム情報を得る UC） 

・ 興味ある科目を登録する(AC7) 

・ 履修した科目を登録する(AC8) 

・ 興味ある科目と履修した科目から科目関連図を作成する(AC1) 

・ クラスター制度の説明を得る（カリキュラム情報を得る UC） 

・ 科目関係図に対して操作を行う(AC5) 

イベントフロー： 

図４では、内部アクションがどのような流れで実現され、最終的に学生が自分の所属する

クラスターを決定できるかを表す。その大まかな説明を以下にする。 

1. 学生はまず自分の所属するクラスターを得るために、カリキュラム情報を取

得する。これには、“クラスター制度の説明を得る”、“クラスター内の科目構

成を把握する”、そして“科目情報を閲覧する”などが含まれる。 

2. その内容が把握した学生は、自分の所属するクラスターが把握することがで
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3. 興味ある科目と履修した科目から科目関係図を作成する。 

4. 作成した科目関係図を閲覧し、それに対して操作を加えることで、自分の把

握するクラスターが決定する。 

ログインに成功した

終了

カリキュラム情報を得る

クラスター制度
の説明を得る

クラスター内の科
目構成を把握する

授業情報を閲
覧する

クラスター制度
の説明を得る

クラスター内の科
目構成を把握する

授業情報を閲
覧する

[ 自分の所属するクラスターを決定した ]

科目を登録す
る

履修した科目
を登録する

興味ある科目
を登録する

履修した科目
を登録する

興味ある科目
を登録する

[ さらに登録する ]

[まだ自分の所属するクラスターが決定できない]

興味ある科目と履修した科目
から科目関連図を作成する

[ もう登録しない ]

科目関係図に対
して操作を行う

[ 自分の所属するクラスターを決定した ]

[自分の所属するクラスターを決定した]

[まだ自分の所属するクラスターが決定できない]

 

（図 ３－4 所属するクラスターを決定する）
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UC3：興味ある科目と他の科目との関係を知る 

アクタ：学生 

目的：学生が履修計画を立てるにあたって、自分が興味を持つ科目をもとに、その前提・

推奨科目、そしてそれが前提・推奨となっている科目を知る。 

事前条件：学生がシステムにログインしていること。 

事後条件：学生は自分の方向性と一致するクラスター、そして関係するクラスターを把握

できている。 

学生
興味ある科目と他の科目との関

係を知る

アクタ：学生

ユースケース名：
興味ある科目と他の科目
との関係を知る

 

（図 ３－5 UC3~興味ある科目と他の科目との関係を知る） 

説明： 

学生は科目シラバスを読むことで、その科目に興味を持つことがある。しかし、その科

目を受けたらその先にどのような学習の方向性が広がるのかは見えてこない。本システム

では、学生は興味ある科目をもとに、関連する授業を図で閲覧できる。 

これには二つの方法がある。 

① 一つの科目をもとにした科目関係図を作成する。 

② 興味ある科目をもとに指定した複数の科目の科目関係図を作成する。 

生成された関係図には、科目の前提・推奨科目、その科目を前提・推奨とした科目、そ

してそれらの科目のクラスターが閲覧できる。 

内部アクション： 

・ 興味ある科目を登録する(AC7) 

・ 一つの科目をもとにした関係図を作成する(AC9) 

・ 複数の興味ある科目をもとにした関係図を作成する(AC10) 

・ 科目関係図に対して操作を行う(AC5) 

イベントフロー①：一つの科目を元にした科目関係図を作成する 

図６は上記の方法①のイベントフローをアクティビティー図で表現したものである。 

イベントフロー②：興味ある科目をもとに指定した複数の科目の科目関係図を作成する 

図７は上記の方法②のイベントフローをアクティビティー図で表現したものである。 
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終了

ログインに成功した

一つの科目をもとにし
た関係図を作成する

科目関係図に対
して操作を行う

作成した科目関
係図を保存する

 

１．学生は、注目したい科目を決定し、それを

もとにした関係図を作成できる。 

２．この方法で作成された図には、注目してい

る科目の前提科目・推奨科目、そしてその

科目が前提・推奨科目となっている科目が

記される。さらに、それぞれの所属クラス

ターも記される。 

３．科目関係図に対して操作を行い、それを保

存できる 

４．終了する。 

（図 ３－6 一つの科目をもとにした関係図を作成する） 

ログインに成功した

終了

科目を登録する

興味ある科目
を登録する

興味ある科目
を登録する

[ さらに登録する ]

興味ある科目一覧から複数の科目を選
択し、それをもとに関係図を作成する

科目関係図に対
して操作を行う

作成した科目関
係図を保存する

 

１．学生は、興味ある科目をあらかじめ登

録しておく。 

２．興味ある科目から、科目関係図を作成

したい科目を複数選ぶ。 

３．科目関係図を作成する。 

ここでは選択された複数の科目からみ

た関係図が生成される。生成される内

容は、方法①と同じだが、注目されて

いる科目が複数ある。 

４．科目関係図に対して操作を行い、それ

を保存できる。 

５．終了する。 

（図 ３－7 興味ある科目一覧から複数の科目を選択し、それをもとに関係図を作成する）
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UC4：他人の履修計画を参考にする 

アクタ：学生 

目的：学生が履修計画を立てるにあたって、他人の履修計画を参考にすることができる。 

事前条件：学生がシステムにログインしていること。 

事後条件：  

学生
他人の履修計画を参考にする

アクタ：学生

ユースケース名：
他人の履修計画を参考にする

 

説明：学生が履修計画を立てる際、他人の履修計画を参考にした上で立てたいと考えるこ

とは多い。本システムでは、学生が他の人が作成した関係図を閲覧することで、他の人が

大体どのようなことを考えて履修計画を行っているのかを把握できるようにする。 

内部アクション： 

・ 参考にする他人の科目関係図を学部から選択する(AC11) 

・ 参考にする他人の科目関係図を人名一覧から選択する(AC12) 

・ 選択した他人の科目関係図を閲覧する(AC13) 

・ 科目関係図に対して操作を行う(AC5) 

イベントフロー： 

１．参考にする科目関係図を選択する 

(ア) 学部から選択 

(イ) 人名一覧から選択 

２．選択した他人の科目関係図を閲覧する 

３．科目関係図に対して操作を行う 

ここでは、他人の科目関係図が優れていて、それをもとに自分の関係図を作

成したいと考えた場合、それができるようになっている。 

４．科目関係図を自分用として保存する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 33



UC5：カリキュラム情報を得る 

アクタ：学生 

目的：学生がカリキュラムの情報を得て履修の参考にするため 

事前条件：利用者のログインが完了していること 

事後条件：利用者のリクエストに応じたカリキュラム情報を得ることができること 

 

クラスター制度の説明を得る

形式化された情報を閲覧する

学生
カリキュラム情報を得る

得たい情報にたどりつく

カテゴリからたどる
先生名から検索する科目の形態から検索する科目名から検索する

科目内容から検索する

情報を検索する

形式化されたクラスター
の説明を閲覧する

形式化された
科目情報を閲覧する

形式化された
先生情報を閲覧する

時間割からたどる クラスターカテゴリからたどる 教員カテゴリからたどる 科目の種類からたどる

学生が「カリキュラム情
報を得る」際のユースケ
ース＆アクション

 
説明：このユースケースは科目や教員の情報を探し、閲覧する機能全般である。ここには

複数のシナリオが存在し、それらの相互関係に連続性がある場合とない場合があるが、イ

ベントのフローとして表現することをここではしない。「カリキュラム情報を得る」という

ユースケースには、大きく分けて二つのシナリオが存在し、これをこの後分解することに

なる。 

 

include するユースケース： 

・クラスター制度の説明を得る 

内部アクション：   

・ 形式化された情報を閲覧する  

・ 得たい情報にたどりつく 
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目的     学生がカリキュラムの情報を得て履修の参考にするため 

シナリオ１ 

（具体シナリ

オ） 

SFC にこの春入学した K 君は、どのようにして履修計画を立てればいいの

か、それについて役に立つといわれているクラスターとは何かについて疑

問を持っていました、そこで CN にアクセスして、まずクラスター制度に

ついての説明を読みました。 

シナリオ２ 

（簡易シナリ

オ） 

・ 興味のある科目、教員、クラスターを発見するために探索、検索、閲覧

を行う。 

・ 辞書的、素引き的役割。上記以外の目的で使われる（分析対象外） 

・ 履修計画における手段。科目の並び替えの祭に、この情報を参照する（分

析対象外）。 

・ 科目選択時のおける手段。興味登録した科目を時間割登録するか否かの

決定に関係（分析対象外）。 

 

備考：上記のシナリオ１は前提シナリオとしての位置付けが考えられる。シナリオ２は「履

修計画を行う」、「科目選択を行う」のユースケースを実現する為の手段でもあるが、ここ

では興味のある科目等を発見するという、それらのユースケースに到るまでの前ステップ

としての役割にのみ着目することにする。 
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UC６：クラスター制度の説明を得る 

アクタ：学生 

目的：学生が、的確な履修計画を行う為に、クラスター制度について正しい知識を得るこ

と 

事前条件：利用者のログインが完了していること。 

事後条件：クラスター制度説明ページが表示されていること。 

親ユースケース：カリキュラム情報を得る。 

 

説明：クラスター制度の説明は、本システムを利用するにあたって欠かせないことであり、

本ユースケースではそれを実現する。内部アクションとしては閲覧のみなので省略する。 

 

イベントフロー １． 利用者は、閲覧画面に移動する。 

２． 利用者はリンクを辿って戻るか、ブラウザの戻るボタンで以

前のページに戻る。あるいはブラウザを終了する。 

シナリオ     学生K君は、入学したてでクラスター制度の存在意味が分からず、

どうやって履修計画を行えばよいのか判りませんでした。そこで

クラスター制度閲覧ページにとび、情報を読んで、それを理解す

ることができました。 

 

備考：本ユースケースはこのシナリオに限らず、多用なユースケースから知識補強、確認

などの目的で参照される。 
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UC７： 科目選択を行う 

アクタ：学生 

目的：学生が自分の履修計画を実践するために、興味のある科目を実際に時間割表に配置

してみることによりその学期の授業選択をシミュレーションする。その際に、自分の履修

計画を参照したり、授業情報を閲覧したり、単位的制約情報を得る手段を提供する 

事前条件：カリキュラム情報を取得している、履修計画が立案されている 

事後条件：選択科目が決定している 

 

Cluster Navigation System

プロファイル情報を作成する

時間割を作成する（＊）

<<include>>

プロファイル情報を管理する

<<include>>

学生
科目選択を行う

ユースケースを達成する

 

 

内部アクション： 

・時間割を作成する（＊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ 

本ユースケース記述では、履修計画などシステム利用者が作成した

情報を見る場合は「参照」という言葉を使い、システム既存の情報

を見る場合は「閲覧」という言葉を使用する。 

備考 

A さんは新学期を迎えるにあたって、自分の立案した履修計画を実

際の科目選択で実践しようと考えていた。そこで A さんは CN の履

修計画シミュレーションシステムを利用することで、今学期の科目

選択を考えてみることにした。A さんはまず予め登録しておいた興

味のある授業を、システムの時間割表に配置してみることにした。

すると時間割の上でいくつかの授業が重複したので、もう一度授業

情報や関連図に立ち戻って、どの授業を選択するかを決定した。ま

た時間割に空白が目立ったため、適当な科目でその空白を埋めた。

その際にはシステムが表示してくれる、自分の単位的な制約情報も

参考にした。最後に、こうして出来上がった時間割を A さんはシス

テムに登録した。あとからその登録科目に関する情報をえるためで

ある。 
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UC８：自分の教員情報を学生に与える 

 

アクタ：教員 

目的：学生が、興味を持った教員について深く知ることを可能にさせる為に、教員が自ら

の情報を更新すること 

事前条件：教員のアカウントが管理者によって作成されていること 

事後条件：学生が教員情報を閲覧することが可能になっていること（教員情報が存在して

いる場合） 

 

説明：学生が教員情報を閲覧するにあたっては、教員が己の情報を登録し、公開する必要

がある。本ユースケースはそれを実現する。 

教員のアカウントは管理者によって作成され、ログイン名と初期パスワードは事前にメー

ルで連絡される。教員情報とは教員のプロファイルのことである。 

科目担当者

教員

自分の教員情報を学生に与える 教員情報を更新する

担当科目情報を学生に与える

TASA担当者登録を行う

担当者登録を行う
教員担当者登録を行う

科目情報を更新する

担当者、教員の
ユースケース

ログインを行う

担当科目情報を管理する

履修の感想を削除する

 

内部アクション：・教員情報を更新する 

 

 

フロー １．管理者が教員のアカウントを生成する。 

２．管理者が教員にアカウントの情報を与える。 

３．教員が教員情報の更新を行う。 
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UC９：担当科目情報を学生に与える 

 

アクター：科目担当者 

目的：学生が科目情報を利用するために、担当者が科目情報を提供する 

事前条件：担当者がユーザー登録（学生登録、教員登録）を済ませていること 

事後条件：科目情報に変更が行われる。 

目的：学生が科目情報を利用するために、担当者が科目情報を提供する 

 

説明：学生が科目情報を利用するには、科目の情報が担当者によって事前に更新されてい

る必要がある。ここでの科目「担当者」とは、教員とそれを補助する SA,TA であり、教員

は教員登録によって、SA や TA は通常の学生としてユーザー登録されていなければならな

い。担当者は自分がどの科目を担当するのかを登録し、その科目の情報を変更する権限を

もつ。 

 

内部アクション：  

・ 担当者登録を行う  

・ 科目情報を更新する 

 

 

フロー １．担当者（教員、SATA）は科目に対し、担当者登録をそれぞ

れ行う。 

２．システム認証後、担当者は、科目情報を更新する。 



Actionの詳細 

 ここでは、一つ一つのアクションの詳細を記述する。全てのアクションは、大まかなサ

ブセクションにより分類されていて、サブセクションごとに System Context 図も用意して

ある。 

科目関係図のユーザーインターフェース 

 アクションの説明を行う前に、ここで科目関係図を利用する際のユーザインターフェー

ス（以下ＵＩ）を説明する。下の図は、実際に科目関係図を作成する際の画面の様子をあ

らわしたものである。 

 

 

 

メニューバー 

コマンドバー 

科目関係図

ウィンドウ 

科目ウィンドウ 

（図 ３－8 科目関係図のＵＩ） 

 科目関係図を作成する画面は、大きく４つの部分で構成される。 

1. メニューバー 

 ユーザが科目関係図に対して様々な操作を行うため。 

2. 科目ウィンドウ 

 科目の一覧を表示するウィンドウ。図に使っている科目の一覧、現在注目

している科目の前提・推奨・発展科目の一覧、そして新しく図に科目を追加

する際に検索を行うためのウィンドウである。 

3. コマンドバー 

 「線をひく」、「メモを書く」などを行う時に、ここに用意してあるボタン

をクリックする。 

4. 科目関係図ウィンドウ 

 ここで、科目関係図を書く。 
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科目関係図を作成する 

 本章では、科目関係図を学生が新しく作りはじめる際、どのような手段が提供されてい

るかを説明する。 

学生

(from ﾕｰｽｹｰｽﾋ ｭ゙ｰ)

興味ある科目と履修した科目か
ら科目関係図を作成する

クラスターから科目関係図を作
成する

白紙から独自の科目関係図を作
成する

一つの科目を元にした科目関係
図を作成する

複数の興味ある科目を元にした
科目関係図を作成する

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

 

（図 ３－9 科目関係図を作成する） 

AC1：興味ある科目と履修した科目から科目関係図を作成する 

アクタ：学生 

目的：学生が自分の履修計画を立てる際、自分が今まで履修していた科目と自分が興味を

持つ科目の、関係やクラスター内の位置付けを把握するために行う。 

事前条件：ログインしている。 

事後条件：科目関係図が作成・表示されている。 

内部アクション： 

・ 興味ある科目を登録する 

・ 履修した科目を登録する 

イベントフロー： 

１． 学生は、CN システムで検索を行ったりリンクを辿ったりして、科目情報

ページへたどり着く。 

２． ここで、現在閲覧している科目を登録するか考える。 

(ア) 科目情報ページを見て、それがすでに履修した科目ならば、それを履修し

た科目として登録する。 

(イ) 科目情報ページを見て、それに対して興味が湧いたらならば、それを興味

ある科目として登録する。 
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３． 履修した科目と興味がある科目が一通り登録できるまで行う。 

４． 学生は、関係図ページから“興味ある科目と履修した科目の科目関係図”

のリンクをクリックする。 

５． 興味ある科目と履修した科目を元にした科目関係図が表示される。 

 

AC2：クラスターから科目関係図を作成する 

アクタ：学生 

目的：学生が、クラスター内の授業の様子と、その関係を解りやすい形で知りたいときに

使う。学生が、一つのクラスターを中心に履修計画を立てたい場合も活用できる。 

事前条件：ログインしていること。 

事後条件：選択したクラスターを元にした構造図が作成・表示されている。 

イベントフロー： 

１． 学生は、関係図ページで科目関係図を表示したいクラスターのリンクを

クリックする。 

２． そのクラスターの科目関係図が表示される。 

 

AC3：白紙から独自の科目関係図を作成する 

アクタ：学生 

目的：独自の履修計画を考えるため、白紙から科目関係図を作りなおす場合に使う。 

事前条件：ログインしていること 

事後条件：白紙の科目関係図が作成・表示されている。 

イベントフロー： 

１．学生は、関係図ページで“新しい科目関連図を作成する”をクリックする。 

２．白紙の科目関係図が作成される。 

 

AC9：一つの科目をもとにした関係図を作成する 

アクタ：学生 

目的：学生が、一つの科目の前提・推奨となる科目、そしてその先の科目を知りたい場合

に使う。 

事前条件：ログインしていること。 

事後条件：注目された科目を元にした科目関係図が作成・表示される。 

発動条件：科目ページで、この科目を元にした構造図を閲覧するというリンクをクリック

する。 

 

AC10：複数の興味ある科目をもとにした科目関係図を作成する 

アクタ：学生 
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目的：学生が、複数の科目とそれらと関係のある科目を知りたい場合に使う。 

事前条件：ログインしていて、興味ある科目がすでに複数登録されていること。 

事後条件：注目された複数の科目を元にした科目関係図が作成・表示される。 

イベントフロー： 

１．学生はマイページから、“複数の興味ある科目を元にした関係図を作

成する”リンクをクリックする。 

２．画面には、その学生が登録した興味ある科目の一覧と科目一つ一つ

に対応するチェックボックスが存在する。 

３．学生は、関係図を起こしたい科目をその中からクリックし、OK ボタ

ンを押す。 

４．画面には、複数の興味ある科目を元にした科目関係図が表示されて

いる。 



科目関係図に対してのアクション 

 本章では、科目関係図に対して、どのようなことができるかを説明する。ここには、「保

存」や「印刷」といったことから「図に対する操作」なども含む。ポイントとなるアクシ

ョンについては、以下の図を参照してほしい。 

科目関係図を保存する

(from 科目関係図)

学生

科目関係図に対して操作を行う

(from 科目関係図)

保存されている科目関係図を閲
覧する

(from 科目関係図)

他人の科目関係図を閲覧する

(from 科目関係図)

Cluster Navigation System

 

（図 ３－10 科目関係図に対してのアクション） 

AC5：科目関係図に対して操作を行う 

アクタ：学生 

目的：履修計画を考えるツールとして科目関係図を個人用に操作するため 

説明：学生は、ここで紹介する操作を通して履修計画を考える。以下に記述する４つの図

で操作を説明するが、これらの図は“科目関係図に対する操作”をわかりやすく説明する

ために４つに区切ったものである。 

科目を図から削除する

科目の配置を移動する

新しく科目を配置する

学生

(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

科目情報を閲覧する

 

（図 ３－11 科目に関する操作） 
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線に説明を加える

矢印・線を削除する
学生

(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

科目を矢印・線で結ぶ

 

（図 ３－12 矢印・線に関する操作） 

 

囲い線に説明を加える

囲い線を作成する
学生

(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

囲い線を削除する

 

（図 ３－13 囲い線に関する操作） 

 

メモと科目・線をつなげる

メモを加える
学生

(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

メモを削除する

 

（図 ３－14 メモ書きに関する操作） 

 

C6：作成した科目関係図を保存する 

成した科目関係図を、後、そのままの状態で閲覧できるように保存する。 

 

A

アクタ：学生 

目的：学生が作

事前条件：ログインして、科目関係図を表示したこと。 

事後条件：作成した関係図を再度開けるようにしてある。

イベントフロー： 
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１．学生は、保存したい科目関係図に対して、メニューから保存を選ぶ。 

決定す

開する場合、公開するメタデータ項目を選ぶ。 

 

C4：保存されている科目関係図を閲覧する 

ている科目関係図を再度閲覧・あるいは操作したい場合に使う。 

ること。 

．学生は、マイページから“保存した科目関係図 を閲覧する”リンク

存した科目関係図の一覧とそのメタデータが表

したい科目関係図を決定し、そのリンクをクリッ

 

 

C13：選択した他人の科目関係図を閲覧する 

修計画の参考にするために、他人の科目関係図を閲覧する。 

する科目関係図を学部から閲覧する 

る 

．学生は、関係図ページから“他人の科目関係図を閲覧する”リンク

 

ら 

２．学生は、保存をする科目関係図に対して名前を記入する。 

３．学生は、保存する科目関係図を他人に公開するかしないかを

る。 

(ア) 公

４．保存に成功し、科目関係図を作成画面にもどる。 

 

A

アクタ：学生 

目的：保存され

事前条件：ログインしていること、そしてすでに保存してある科目関係図が存在す

事後条件：保存されている科目関係図が再度科目関係図として表示されていること。 

イベントフロー： 

１

をクリックする。 

２．画面には、すでに保

示されている。 

３．学生は、再度閲覧

クする。 

４．画面には、保存されている科目関係図が表示される。

A

アクタ：学生 

目的：自分の履

事前条件：ログインしていること。他人が科目関係図を公開していること。 

事後条件：他人が公開した科目関係図が閲覧できる。 

内部アクション： 

・ 参考に

・ 参考にする科目関係図を人名一覧から閲覧す

イベントフロー： 

１

をクリックする。 

２．科目関係図を探索する方法を選ぶ。

(ア) 学部から 

(イ) 人名一覧か
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を決定し、そのリンクをクリックする。 

 

C25： 科目関係図にメタデータを記入する 

数の科目関係図を管理できるように、そして他人が参考にする科目関係図

 科目関係図の名前 

３．閲覧する科目関係図

４．選択した他人の科目関係図が画面に表示される。 

A

アクタ：学生 

目的：学生が複

を選ぶ際の基準となるメタデータを作るために、科目関係図にはメタデータを加えること

ができる。 

項目： 

必須項目

図の公開・非公開 

必須でない項目  図に対するコメント

 

AC26：科目関係図を印刷する 

成した科目関係図を紙媒体で扱いたい場合、図を印刷できる。 

メディアで

アクタ：学生 

目的：自分が作

説明：科目関係図を作成しながら履修計画を立てる際、コンピュータといった

は扱いづらいことが上げられる。履修計画を見直すときも同じである。そのようなとき、

本システムでは科目関係図に書いてある情報を解りやすく印刷できる。 

 



科目の登録 

 学生は、履修計画や授業選択を行う上で、興味ある科目や履修した科目を把握しておか

なければいけない。実際は科目の数が多く、学生がそれらを把握することは困難である。

さらに、ここでは学生の履修計画をシステム的にサポートするため、システムでもこれら

の科目を把握しておく必要がある。そのために、本システムでは学生に科目の登録が行え

る。 

興味ある科目を登録する

学生

(from ﾕ ｽーｹｰｽﾋ゙ ｭ )ー

履修した科目を登録する

Cluster Navigation System
(from ﾕｰｽｹｰｽﾋﾞｭｰ)

 

（図 ３－15 科目の登録） 

AC7：興味ある科目を登録する 

アクタ：学生 

目的：自分の興味ある科目を登録し、それを元に科目関係図を作れば、自分の方向性が見

えやすくなる。さらに、興味ある科目を元に科目選択を行う。 

事前条件：ログインしていること。 

事後条件：興味ある科目が登録されていること。 

イベントフロー： 

1. 学生は、検索を使ったりリンクを辿ったりして科目ページへとたどり着

く。 

2. 科目ページについたら、学生は科目ページの内容を読む。 

3. 読んだ内容から、その科目に興味を持ったら、「興味ある科目に登録する」

ボタンを押す。 

4. マイページの「興味ある科目一覧」に選択された授業が登録されている。 

AC8：履修した科目を登録する 

アクタ：学生 

目的：単位計算を行う際や、履修計画の方向性を立てる際に履修し、単位を獲得した科目

を登録しておく必要性がある。 

事前条件：ログインしていること 

事後条件：すでに履修し、単位を獲得した科目が登録されていること。 

イベントフロー： 
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１． 学生は、以前履修を行って単位を獲得した科目の科目ページを探す。 

２． 科目ページで、“履修した科目に登録する“ボタンを押す。 

３． マイページの「履修した科目一覧」に選択された授業が登録されている。 



参考にする科目関係図を選択する 

 本システムでは他人の科目関係図を閲覧することができる。本章では、学生参考にする

科目関係図にたどり着く方法と、その際に公開される検索メタデータを説明する。 

学生

参考にする科目関係図を学部か
ら選択する

参考にする科目関係図を人名一
覧から選択する

Cluster Navigation System

 

（図 ３－16 参考にする科目関係図を選択する） 

他人に公開されるメタデータ 

 学生が、公開されている科目関係図を探す際、自分が参考にしたいものかどうかを探す

ための情報が必要である。ここで、公開されている科目関係図に付随するメタデータの種

類を明らかにする。 

作成者情報 作成者名、ログイン名、所属学部 

日時情報 作成日時、最終編集日時 

その他 科目関係図名、科目関係図に対するコメント 

 

AC11：参考にする科目関係図を学部から選択する 

アクタ：学生 

目的：学生が自分の履修計画を考える際、参考にする他の学生の履修計画を選ぶ方法。 

事前条件：学生がログインしている 

事後条件：学生が、参考にしたい他人の履修計画を発見している 

イベントフロー： 

1. 科目関係図ページから、「他人の科目関係図を閲覧する」の項目にある「学部

から」のリンクをクリックする。 

2. 画面には、参考にできる科目関係図の一覧と、それに関する情報の一覧が表示

される。 

3. 学生は、閲覧したい科目関係図のリンクをクリックすることで、閲覧できる。 
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AC12：参考にする科目関係図を人名一覧から選択する 

アクタ：学生 

目的：学生が自分の履修計画を考える際、参考にする他の学生の履修計画を選ぶ方法。 

事前条件：学生がログインしている 

事後条件：学生が、参考にしたい他人の履修計画を発見している 

イベントフロー： 

1. 科目関係図ページから、「他人の科目関係図を閲覧する」の項目にある「人名

から」のリンクをクリックする。 

2. 画面には、参考にできる科目関係図の一覧と、それに関する情報の一覧が“あ

いうえお順”表示される。 

3. 学生は、閲覧したい科目関係図のリンクをクリックすることで、閲覧できる。 

 

 

 

カリキュラム閲覧の方法について 

次に、カリキュラム情報の閲覧に含まれるアクションを説明する。検索、探索と閲覧が

主なアクションである。 

 

AC13：得たい情報にたどり着く 

アクタ：学生 

事前条件：利用者のログインが完了していること。（そして得たい情報が何か、目的が存在

していること） 

事後条件：利用者のリクエストに応じ、探索や検索結果となるカテゴリや検索結果項目が

表示されていること。 

内部アクション：・情報を検索する ・カテゴリからたどる 

 

説明：このアクションでは、ユーザーの行為によって複数のシナリオが発生し、分岐する

が、全て「検索」と「カテゴリを辿る」、の組み合わせである。「得たい情報にたどりつく」

ということは、その行為そのものを意味するものであり、辿りつく為の手段を明確にする

為のものであるので、手段の具体性や閲覧自体は含まれない。 

目的      学生がカリキュラムについて興味のある事項を発見する 
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フロー １．利用者は、検索か探索（カテゴリから辿る）を行う。 

２．出てきた結果によって、閲覧か再検索、再探索を行う。 

 

簡易シナリオ  ・ 検索→カテゴリから辿る→閲覧 

・ カテゴリから辿る（一回または繰り返し）→閲覧 

・ 検索（一回または繰り返し）→閲覧 

ログインする 検索する

カテゴリからたどる

閲覧する

rose98にアクティブティ図がありま
せん。仕方なく状態で書きますが
、これはアクティブティです。

 繰り返す

 繰り返す

 

（図 ３－17：得たい情報にたどり着く） 

 

 

AC14：情報を検索する  

アクタ：学生 

事前条件：利用者のログインが完了していること。検索に必要な項目が満たされているこ

と。 

事後条件：利用者のリクエストに応じ、検索結果となる検索結果項目が表示されているこ

と。 

内部（継承）アクション： 

・科目名から検索する ・科目内容から検索する ・教員名から検索する ・科目形態か

ら検索する 

親アクション：得たい情報にたどつく 
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説明：情報の検索には、その検索手段と手法が含まれる。手段はイベント内のシーケンス

へ、手法は継承アクションとして表現される。 

 

 

 

 

目的       学生が関心のある事柄を検索し、それに関する知識を得ること 

イベントフロー １．利用者は、検索画面に移動する。 

２．利用者は目的に応じて検索項目を入力し、送信ボタンをおす。 

３．システムは検索を行い、結果を返す。 

４．利用者は検索結果を閲覧し、結果に応じてさらなる検索か、探索

か閲覧かを選ぶ。 

 

 

シナリオ     

学生 K 君は、噂にきく政策過程論では具体的に何が学べるのかを知

りたくなりました。そこでシステムにログインし、検索画面にとんだ

後、検索ボックスにその科目名を入力し、送信ボタンを押しました。

すると結果として 1 件、巨石教員の政策過程論が表示されました。K

君はこれを選択し、閲覧することにしました。 

検索画面に移動する

検索項目の入力を行い、送信する

検索結果一覧
からは、対象と
なる結果によ
って、カテゴリ
やアイテムの
閲覧、再検索
などに移行する

検索結果一覧を閲覧

 再検索する

 

（図 ３－18 情報を検索する） 
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AC15：カテゴリからたどる 

アクタ：学生 

事前条件：利用者のログインが完了していること。カテゴリの一覧が表示されていること。 

事後条件：利用者のリクエストに応じ、サブカテゴリが表示されていること。また、検索

ができるようになっていること。 

内部（継承）アクション： 

・ 時間割からたどる  

・ クラスターカテゴリから辿る  

・ 教員カテゴリから辿る  

・ 科目の形態から辿る。 

親アクション：得たい情報に辿りつく 

説明：（親）カテゴリの下に所属するカテゴリをサブカテゴリという。本ユースケースはサ

ブカテゴリへと親カテゴリを行き来することを意味する。サブカテゴリの下には、サブカ

テゴリかアイテム（ここでは科目、教員などの情報実体）が属する。 

目的    学生が関心のある事柄を一覧から選択し、自分の得たい情報に近づいていく

こと 

イベント

フロー 

１．利用者は、カテゴリ一覧画面に移動する。 

２．利用者は目的に応じてカテゴリを選ぶ 

３．システムは要求されたカテゴリ内にある項目の一覧（サブカテゴリ一覧）

を返す。 

４．利用者はサブカテゴリ一覧をみて、さらにサブカテゴリを辿る。 

５．アイテムを閲覧するか、検索に切り換えるかを選ぶ 

シナリオ  学生 K 君は、PP クラスターに興味があり、この中にどのような科目がある

のかを探索することにしました。K 君はクラスターカテゴリ一覧ページに行

き、PP クラスタのカテゴリを選び、科目一覧を表示しました。そしてその中

の政策過程論をとりあえず閲覧することにしました。 
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カテゴリ一覧ページにいく

カテゴリ一覧からカテゴリを選択する

サブカテゴリ一覧からサブカテゴリを選択する

アイテム一覧を閲覧する  戻る

 戻る

 繰り返す

 

（図 ３－19 カテゴリからたどる） 

AC16：形式化された情報を閲覧する 

アクタ：学生 

事前条件：利用者のログインが完了していること。（多くの場合検索か探索（カテゴリを辿

ること）が完了していること） 

事後条件：利用者のリクエストに応じた情報が表示されていること。 

内部（継承）アクション： 

・ 形式化されたクラスターの説明を閲覧する  

・ 形式化された科目情報を閲覧する  

・ 形式化された先生情報を閲覧する 

親ユースケース：カリキュラム情報を得る 

説明：システムにはカリキュラムについて様々な情報が登録されるが、本ユースケースは

それを一括し表現するものである。 

目的       学生が、関心のある事柄を得る為に、項目が形式化された情報を

閲覧する 

イベントフロー １．利用者は、閲覧画面に移動する。 

２．利用者は、閲覧ページにある項目のリンクを押す 

３．システムは要求された項目の閲覧ページをかえす。 

４．利用者は閲覧ページをみて、場合によってさらなる閲覧を行

うか、一つ前に戻るか、閲覧を終了する。 
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シナリオ     学生 K 君は、自分が興味を持った政策過程論の閲覧ページにたど

りつき、これを閲覧しました。これがおもしろそうだったので、

担当している教員のことも知りたくなり，教員ページにとんでこ

れも閲覧しました。が、教員の顔が気に入らなかったのでブラウ

ザの×を押しました。 

備考：フローもシナリオも蛇足にすぎない・・本当のアクションは閲覧のみである 

 

 

 

担当者と教員のアクション 

次に担当者と教員が行うべきアクションを記述する。具体的には教員と科目にかかわる

情報の更新が含まれる。 

 

AC17：教員情報を更新する 

アクタ：教員 

事前条件：教員情報が新規作成されていること。教員のログインが完了していること。 

事後条件：教員情報に変更が加えられ、学生がそれを閲覧できるようになっていること。 

親アクション：自分の教員情報を学生に与える。  

内部アクション：ログインを行う 

 

説明：長期的にも短期的にも教員情報は更新されるべきものである。このアクションでは

教員情報の変更を行う。ここではログイン後には教員用アカウント画面があると仮定する。 

目的       教員が、諸事情から教員情報を変更する。 

フロー １．教員はログインを行い、アカウント画面に移動する 

２．アカウント画面からプロファイル変更画面にいく。 

３．プロファイル変更画面において、必須情報を入力し送信ボタ

ンを押す。 

４．確認画面がでてくるので、確認ボタンを押す。 

５．変更完了画面がでてきて登録が完了する。 

シナリオ     教職二年目の B さんは、自分のバイブル的辞書が見つかったので、

これを履修支援システム登録にすることにしました。ログインを

行い、情報変更画面でバイブルを入力して送信ボタンを押し、確

認画面で確認ボタンを押すと、バイブルが無事登録されました。
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AC18：担当者登録を行う 

アクタ：担当者（TASA、教員） 

事前条件：担当者がユーザー登録（学生登録、教員登録）を済ませていること。教員用の

パスワードと、SATA 共通用のパスワードが事前に担当者に知らされていること。 

事後条件：担当者が、科目情報を更新することができるようになる。 

内部（継承）アクション：  

・ 担当者教員登録を行う  

・ 担当者 TASA 登録を行う 

説明：教員や TASA が、担当者として登録する場合、教員には教員用の、TASA には彼ら

共通用にパスワードが管理者から送られてきているので、それを使って登録する。具体的

には、ログイン名を入力し、入力されたパスワードと科目に用意されたパスワードが一致

すれば、そのユーザーは担当者として登録される。一旦登録されれば、以降は通常のログ

インで、担当者としての利用も可能になる。 

目的     科目情報を変更する権限を得る 

フロー １．担当者登録画面にいく。 

２．担当者登録画面で、ログイン名、科目用パスワードを入力し、担当科

目をプルダウンリストから選んで登録ボタンをおす。 

３．担当者としての登録が完了する。 

シナリオ   熱血 SA の某 Y.I.君は S 先生の情報処理 SA になったので、履修支援シス

テムにおいて、担当者として科目情報を更新するために、担当者登録を行

うことにしました。 

登録画面で、ログイン名、管理者からもらったパスワードを入力し、坂田

先生のクラスを選んで登録ボタンを押しました。これで YI 君は自分の履

修計画ページから、担当科目情報更新画面へアクセスすることが可能にな

りました。 

 

 

AC19：担当科目情報を更新する 

アクタ：担当者（TASA、教員） 

事前条件：担当者がユーザー登録（学生登録、教員登録）と担当者登録を済ませているこ

と。 

事後条件：科目情報が変更される。 

説明：更新の対象となる科目の情報には、それぞれの分類項目や、SA の伝言板などがある

が、これらを担当者はフォーム入力で更新する。 

 

 57



目的     科目情報を更新する 

フロー １．担当者のページにある、担当科目の一覧から、更新対象となる科目を

選び、科目情報更新画面にいく。 

２．科目情報更新画面で、更新される情報をフォーム入力し、更新ボタン

をおす。 

３．更新された科目情報の画面が表示される。 

シナリオ   坂田先生の情報処理 SA の某 Y.I.君は、先生からの必殺の一言を載せるた

めに、科目情報を変更することにしました。IY 君の履修計画ページにある、

担当科目から情報処理１BC(坂田)を選び、科目情報更新ページにいきまし

た。 

そこで「先生からの一言」項目に「君達の市場価値は・・」を書き、更新

ボタンをおしました。すると更新された科目のページが表示されました。

 

 

科目選択を行うためのアクション 

ここでは科目選択と時間割の操作を、どのように行うかを説明する。時間割に関するアク

ションと、単位計算に関するアクションが含まれる。 

 

AC20：時間割を作成する 

アクタ：学生 

事前条件：なし 

事後条件：時間割表が作成されている 

目的：履修計画の実践のシミュレーションを行うために、実際に選択する科目を配置した

仮想時間割表を作成する。 
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興味ある科目を時間割に配置する
（＊）

時間割に配置した科目を削除する

時間割を保存する

時間割から受講した科目を登録す
る

時間割を作成する（＊）

<<include>>

<<include>>

<<include>>

<<include>>

 

内部アクション： 

・ 興味ある科目を時間割に配置する（以下具体アクション）（＊） 

 ある時間帯での科目の重複を解決する 

 履修に関する単位的な問題を解決する 

 時間割の空白を科目で埋める 

・ 時間割に配置した科目を削除する 

・ 時間割を保存する 

・ 時間割から受講した科目を登録する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ 

このアクションは以下の２つのグローバルなアクションに含有され

る。 

・ プロファイルを作成する 

・ プロファイルを管理する 

備考 

A さんは時間割を作成するにあたって、まず興味のある科目を次々

に時間割表に配置していった。同じ時間帯に選択したい科目が重複

した場合は、一応両方の科目を配置した。配置してみた後で、自分

の立てた履修計画や、単位的制約を十分考慮した。そして単位的制

約や自分の履修計画との不適合などの理由で今回は履修を見送った

方が良いと思われる科目は削除した。その後で、やはり選択したほ

うが良いと思われたものは、時間割に再配置した。最後に、後でま

た時間割の見直し・修正が可能なように、時間割を保存した。そし

て学期が始まると、実際に履修申告した科目を時間割にも登録した。 
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AC21：興味ある科目を時間割に配置する 

アクタ：学生 

事前条件：なし 

事後条件：興味ある科目が重複なく、よく考慮されて時間割に配置されている 

目的：時間割を作成するにあたって、自分の履修計画や単位的制約と整合性のとれた科目

が時間割に重複なく配置されているようにする。 

科目情報を閲覧する（＊）

履修計画を参照する（＊）

単位制約情報を閲覧する（＊）

興味ある科目を時間割に配置する
（＊）

<<include>>

<<include>>

<<include>>

ある時間帯での科目の重複を解決
する

履修に関する単位的な問題を解決
する

時間割の空白を科目で埋める

 
内部アクション： 

する（以下具体アクション）（＊） 

る 

（＊） 

閲覧する 

・ 科目情報を閲覧

 科目から直接授業情報を表示する 

 曜日と時間帯から授業一覧を表示す

・ 履修計画を参照する（＊） 

 関係図を参照する 

・ 単位制約情報を閲覧する（以下具体アクション）

 分野ごとに残りの単位数を閲覧する 

 取得済みの単位の合計を閲覧する 

 時間割に登録した科目の単位合計を

 

 

 

 

・ ある時間帯での科目の重複を解決する（シナリオ１） 具体アクショ

ン ・ 履修に関する単位的な問題を解決する（シナリオ２） 

・ 時間割の空白を科目で埋める（シナリオ３） 

 60



 

 

 

 

A さんは科目を時間割に配置するにあたり、ある時間帯において選択シナリオ１ 

したい科目が重複するという問題に直面した。A さんはこの問題に対

して、履修計画と授業情報を振り返り、どちらが自分にとって有益か

を考慮することで解決した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC22：単位制約情報を閲覧する 

割が開いている 

る 

を行う際に、自分の単位の制約情報を反映させる。 

部アクション 

りの単位数を閲覧する 

閲覧する 

アクタ：学生 

事前条件：時間

事後条件：単位制約情報を得てい

目的：時間割に興味のある科目の配置

 

内

・ 分野ごとに残

・ 取得済みの単位の合計を閲覧する 

・ 時間割に登録した科目の単位合計を

単位制約情報を閲覧する（＊）

時間割に登録した科目の単位合計
を閲覧する

分野ごとに残りの単位数を閲覧す
る

取得済み単位の合計を閲覧する

 

 

 

シナリオ３ 

A さんは科目を時間割に配置するにあたり、１日の時間割に時間帯のシナリオ２ 

空白がありすぎてしまうという問題に直面した。時間割からその時間

帯に開講する科目を調べ、その中から最も適当であると思われる科目

を選択することで解決した。 

A さんは科目を時間割に配置するにあたり、単位的な制約により選択

不可能または選択すると不利になる科目があるかもしれないという問

題に直面した。この問題に対しては、A さんが自分で考えるまでもな

くシステムが自動的に通知してくれた。それによると、A さんの選択

した科目の中に１つの履修不可能な科目があり、履修すると単位的に

不利になる科目が２つあるとのことだった。 

 61



 

 

 

 

 

 

シナリオ 今期限りで卒業の A さんは、今期の時間割に科目を配置する際に、自

分の単位的な制約を十分考慮に入れる必要があった。そこで A さんは

時間割の傍らに表示されている、分野ごとの残り単位数、取得済みの

単位数、時間割に登録した科目の単位合計を照らし合わせながら配置

を進めた。 

 

AC23：履修計画を参照する 

割が開いている 

返ることができている 

履修計画を振り返り、それを配

 

る 

アクタ：学生 

事前条件：時間

事後条件：自分の履修計画を振り

目的：時間割に興味のある科目の配置を行う際に、自分の

置に反映する。 

内部アクション：

・ 関係図を参照す

履修計画を参照する（＊）

関係図を参照する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ A さんは興味のある科目を時間割に配置していく過程で、自分の本来

の履修計画を見失ってしまった。自分の興味に従って時間割に配置す

る科目を選んでいるうちに、選び出された科目が全くの無秩序なもの

となってしまったからである。そこで A さんは、一度自分の立てた履

修計画を振り返ってみようと思った。A さんは時間割画面から、自分

が過去に作成した履修予定科目の関連図を参照した。そしてそれに基

づいて、無秩序な科目選択を修正していった。 

 

 

 

 

備考 学生の履修計画のアウトプットとしてシステムに保存されるのは、（現

段階では）履修予定科目の関連図だけである。よってこのアクション

では、その関連図を振り返ることだけが可能である。 
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AC24：科目情報を閲覧する 

割が開いている 

できている 

に、授業情報を手軽に再確認できるように

ション 

から直接科目情報を閲覧する（シナリオ１） 

アクタ：学生 

事前条件：時間

事後条件：科目情報を得ることが

目的：時間割に興味のある科目の配置を行う際

する。 

内部アク

・ 配置した科目

・ 曜日と時間帯から直接授業情報を表示する（シナリオ２） 

科目情報を閲覧する（＊）

配置した科目から直接授業情報を
閲覧する

曜日と時間帯から直接授業情報を
表示する

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ１ A さんは時間割に科目の配置を行う過程で、同じ時間に取りたい科目

が重複してしまった。そこで A さんはこの２つの科目の授業情報を照

らし合わせてみることにした。A さんはとりあえず２つとも時間割に

配置し、その後でその両科目をダブルクリックした。すると別ウィン

ドウでそれぞれの科目情報が開いたので、それらをじっくり照らし合

わせ、より自分にふさわしい科目を選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

シナリオ２ A さんは時間割に科目の配置を行う過程で、金曜日の１限と５限に授

業を配置したところ、その間に時間の空白ができすぎてしまった。そ

こで A さんはその時間帯で履修できる科目を探すべく、その時間帯に

履修可能な科目一覧を閲覧した。するとそこには A さんの興味と合致

する科目がいくつか含まれており、A さんはこれをもとに時間の空白

に配置する科目を選択した 
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３．４ データベースの設計 

システムは、様々なデータを蓄積し、処理を行う。主なデ 本研究によって具現化された

ータはカリキュラムに関するもので、授業情報や教員情報が挙げられる。これをとりまく

ように、履修計画図に関係するデータ、履修シミュレーションに関係するデータやユーザ

ー情報を扱うデータが存在する。以下はデータベースの設計図である。 

2002_03_06 : enTranceTestDB05 テーブルの定義とフィールドの型

t_教員

教員ID : integer
教員名 : TEXT
ふりがな : TEXT
今もっとも力を入れている研究 : TEXT
授業への思い入れ・位置付け : TEXT
個人HPのURL : TEXT
今後の活動予定 : TEXT
所属学会・団体 : TEXT
著作・論文・作品 : TEXT
学位 : TEXT
オフィスアワー : TEXT
生年月日 : DATE
パスワード : CHAR(50)
研究室内線 : integer
期限の有無 : TEXT
専攻 : TEXT
所属プロジェクト : TEXT
所属クラスタ : TEXT
現職名 : TEXT
研究室 : TEXT
主な前職 : TEXT
担当授業ID : integer
求める学生像 : TEXT
学歴 : TEXT
推薦する履修のしかた : TEXT
CNSログイン名 : CHAR(30)
趣味・休日の過ごし方 : TEXT
尊敬する人 : TEXT
私のバイブル : TEXT
学生時代の思い出 : TEXT
座右の銘 : TEXT
学生へのメッセージ : TEXT

<<PK>> PK_t_教員8()
<<Unique>> TC_t_教員35()

r_授業教員間

<<FK>> 教員ID : integer
<<FK>> 授業ID : integer

r_時間割授業間

<<FK>> 授業ID : integer
<<FK>> 時間割ID : integer

r_履修状況

<<FK>> ユーザID : integer
<<FK>> 履修済み授業ID : integer

r_興味状況

<<FK>> ユーザID : integer
<<FK>> 興味授業ID : integer

t_時間割

時間割ID : integer
<<FK>> ユーザID : integer
時間割学期 : integer

<<PK>> PK_t_時間割11()

t_プロファイル

ユーザID : integer
パスワード : text
ログイン名 : char(20)
学習計画の公開 : boolean
所属研究会 : text
学年 : smallint
希望業種２ : char(50)
興味のあるクラスター２ : char(50)
希望業種１ : char(50)
興味のあるクラスター１ : char(50)
ホームページアドレス : text
学部 : char(20)
所属サークル２ : text
所属サークル１ : text
メールアドレス : text
入学時期 : char(10)
姓 : char(30)
性別 : char(5)
入学年度 : integer
現在の学期 : integer
名 : char(30)

<<PK>> PK_t_プロファイル10()

r_授業図テーブル間

授業x座標 : FLOAT
授業width : FLOAT
<<FK>> 授業ID : INT
<<FK>> 図ID : INT
授業y座標 : FLOAT
授業height : FLOAT

r_ユーザ定義科目授業関連
<<FK>> 関連先科目ID : integer
<<FK>> 図ID : INTEGER
関連種類 : text
<<FK>> 関連元授業 : integer

t_図テーブル

図最終更新日 : DATE
クラスターheight : FLOAT
汎用width : FLOAT
図の名前 : TEXT
専門height : FLOAT
汎用height : FLOAT
専門y座標 : FLOAT
<<FK>> ユーザID : integer
図の種類 : TEXT
図ID : integer
クラスターy座標 : FLOAT
専門x座標 : FLOAT
クラスターx座標 : FLOAT
汎用y座標 : FLOAT
クラスターwidth : FLOAT
専門width : FLOAT
汎用x座標 : FLOAT

<<PK>> PK_t_図テーブル9()

t_授業

授業ID : integer
前提資質 : TEXT
前提知識 : TEXT
授業HP : TEXT
開講時限 : smallint
開講曜日 : CHAR(10)
ゲストスピーカー情報 : TEXT
旧科目との関係 : TEXT
履修条件 : TEXT
評価形式 : TEXT
授業関連文献 : TEXT
最大受け入れ人数 : TEXT
授業概要 : TEXT
開講年度 : smallint
開講学期 : CHAR(10)
授業から得られるもの : TEXT
備考 : TEXT
担当者からの一言 : TEXT
授業の評判 : TEXT
履修後の指針 : TEXT

<<PK>> PK_t_授業7()
<<Unique>> TC_t_授業38()
<<FK>> FK_t_授業1()

t_所属属性

所属属性ID : integer
所属属性説明 : text
所属属性名 : char(30)

<<PK>> PK_t_科目属性16()

t_所属種類

所属種類ID : integer
所属種類説明 : text
所属種類名 : char(30)

<<PK>> PK_t_科目種類15()

t_所属分野

所属分野ID : integer
所属分野説明 : text
所属分野名 : char(30)

<<PK>> PK_t_所属分野17()

r_科目授業関連

<<FK>> 関連先科目ID : integer
関連種類 : TEXT
<<FK>> 関連元授業ID : integer

r_科目授業間

<<FK>> 授業ID : integer
<<FK>> 科目ID : integer

r_所属科目間

<<FK>> 所属分野ID : integer
<<FK>> 所属属性ID : integer
<<FK>> 所属種類ID : integer
<<FK>> 科目ID : integer

t_科目

科目ID : integer
単位数 : int(2)
科目名 : TEXT
汎用授業フラグ : BOOLEAN

<<Unique>> TC_t_科目9()
<<PK>> PK_t_科目6()

r_クラスター科目間

<<FK>> クラスターID : integer
<<FK>> 科目ID : integer

t_クラスター

クラスター名 : TEXT
クラスターID : integer
クラスター省略名 : CHAR(2)
クラスター説明 : text

<<Unique>> TC_t_クラスター0()
<<PK>> PK_t_クラスター3()

t_クラスター系統

クラスター系統名 : char(30)
クラスター系統ID : integer

<<PK>> PK_t_クラスター系統18()

r_クラスター系統クラスター間

<<FK>> クラスター系統ID : SMALLINT
<<FK>> クラスターID : SMALLINT

 
（図３－２０ DB 設計図） 
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３．５ クラス設計 

最後にクラスの設計について説明する。実現されたシステムにおいては、実装にいたる

 

 

までに数多くの設計が行われ、JAVA とオブジェクト指向による設計のために、それはクラ

ス図という形を殆どの場合とることになった。ここではその中でも重要な機能のクラス図

を載せる。 

 

 

ガイド情報が掲載されている
CVSファイルから科目関係オブ
ジェクトを生成する

ガイド情報ローダーfromCVS

load()

関係図自動配置クラスター構造

do関係図配置割り当て()

科目関係図Main

main()

1

1

1

1

科目関係

Z授業2DShape

doRecalculateConstraints()
computeBounds()

Z科目関連Group
srcNode
destNode

computeBounds()

1,2

1

+関連授業 1,2

+授業の関連 1

科目関連図Control

11 11

1

1

+model1

1

11

+control

11

ガイド情報セーバー

科目関連図JFrame

load科目関係図()

1

1

+model1

1 0..n

1

0..n

1

0..n

1

0..n

1

1

1

+view
1

1

 
（図３－２１－１ 履修計画図エディタのクラス図） 

 

履修計画図エディタ（クライアント）は JAVA アプレットでの実装を想定し、GUI に関 

係するライブラリに依存した設計になっている。この他にサーバー側におけるクラス図と、

通信機能に関係するクラス図があるが、これは省略する。 
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科目選択コンポーネント

時間割表示ページにおいては、単位計算と時間割表
示が、実際には同時に表示される。科目選択管理ク
ラスは全ての要求を受け取り、それぞれのモジュー
ルを呼び出し、ページを組み立てる役目をもつ。

時間割配置表示や単位情報表示モジュールでは表示
コンポーネントと関連付けを行う。

時間割の配置には、学生の履修計画状況を取得し、
それに基づいて時間割を表示する。

単位とその制約計算は、学生の所属制度を取得し、
それに基づいたアルゴリズムのクラスを生成して、
計算を行う。

科目操作コンポーネント

学生コンポーネント

カリキュラム管理コンポーネント

新カリキュラム式 旧カリキュラム式

履修計画コンポ
ーネント

これはincludeアクションにつ
いてのタイプモデルである。あ
る程度のリファインメントを行
っているが、入れ子コンポーネ
ントのリファインは省略する

履修計画参照

科目関連図を取得

授業情報

曜日
時間帯

単位

学生

履修計画を参照する

カリキュラム情報アルゴリズム時間割管理機能

11

科目

全科目情報読
み込み

興味ある科目を時間割に配置する

単位計算管
理機能

1

1

時間割配置
表示

1

1

科目コレクションクラス
<<collection>>

単位制約情報を閲覧する

科目情報を閲覧する

単位情報表示

1

1

科目情報表示

興味ある科目情報

履修済み科目情報

科目選択管理

1

1

1
1

科目情報の取得

1

1

1

1

配置中の科
目情報

学生情報

1

1

学生情報の取得

DB等から科目情報を読み
込み、DOM等のコレクシ
ョンにする

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

 

（図３－２１－２ 履修計画シミュレーションのクラス図） 

 

履修計画シミュレーションは、実装時には数十個のクラスになる大規模な機能群である。 

時間割登録、履修登録、単位計算などが主な機能となるが、ここではそれらを抽象化した

モデルをのせる。以上のようなコンポーネントに分かれ、各コンポーネントはそれらをさ

らに具体化する責務を負う。 
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CNカテゴリーファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

クラスターカテゴリファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

科目種類カテゴリーファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

時間割カテゴリーファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

五十音順カテゴリーファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

教員情報ファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

授業情報ファクトリー型

create要求情報() : 要求情報型

CNカテゴリ
ー型

科目種類カテ
ゴリー型

五十音順カテ
ゴリー型

クラスターカテ
ゴリー型

時間割カテゴ
リー型

授業情報型

教員情報型

要求情報型
<<Abstract>>

CNカテゴリーコマンド型

get要求() : 要求情報型

科目種類カテゴリーコマンド型

get要求() : 要求情報型

五十音順カテゴリーコマンド型

get要求() : 要求情報型

クラスターカテゴリーコマンド型

get要求() : 要求情報型

時間割カテゴリーコマンド型

get要求() : 要求情報型

授業情報コマンド型

get要求() : 要求情報型

教員情報コマンド型

get要求() : 要求情報型

※JSPから情報表示Tag型の呼び出し例
　entrance:infoタグの属性にカテゴリーの種類を指定する

<%@ page contentType="text/html; charset=Shift_JIS" %>
<html>
<body>
<%@ taglib uri="http://www.entrance.sfc.keio.ac.jp/taglib" 
prefix="entrance" %>

<table border="2">
  <entrance:showinfo type="CNカテゴリー">
    <tr>
      <td><%=name%></td>
      <td><%=info%></td>
    </tr>
  </entrance:index>
</table>

</body>
</html>

学生

情報表示用JSP

カリキュラム情報を得る

JDBCコネクション実装型

String dbName
Connection con

JDBCコネクション(String dbName)
getデータベース名() : String
send要求(String strsql, ResultSet rs) : ResultSet
send更新(String strsql) : void

JDBCコネクションプール型
HashTable poolDictionary
instance JDBCコネクションプール

JDBCコネクションプール()
<<static>> getInstance() : JDBCコネクションプール
<<synchronized>> acquireJDBCコネクション実装() : JDBCコネクション実装
<<synchronized>> releaseJDBCコネクション実装(JDBCコネクション実装 con)

JDBCコネクション型

<<final>> <<static>> JDBCConnectionImpl.JDBCConnectionPool connectionpool
String dbName

JDBCコネクション(String dbName)
send要求(String strsql, ResultSet rs) : ResultSet
send更新(String strsql) : void

要求情報ファクトリー型

<<final>> create() : 要求情報型
<<abstract>> create要求情報() : 要求情報型

<<Abstract>>
DBへ接続

コマンド型

get要求() : 要求情報型

<<Interface>>

+Receiver

+Command

コマンド生成型

createコマンド()

情報表示Tag型

+Invoker

ログイン時に生成

 

（図３－２１－３ 閲覧機能のクラス図） 

 

閲覧機能は、授業や教員の情報を表示し、それらの情報のカテゴリ分けを行う機能であ 

り、全てサーバー側にて行われる処理である。行動の殆どは「情報を閲覧」することであ

り、システムはその要求に答えることになる。この他には興味授業をシステムに登録する

機能などが存在するが、このクラス図は実装に使われたより具体的なものである。 
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第四章 システムの実装 

本研究が目指す履修計画支援システムは、ＳＦＣにおけるクラスター（専門領域）制度

 アーキテクチャ 

にて公開され、利用される。よってクライアント・サーバー型

 クライアント 

いては履修計画図の作成手段として、JAVA アプレットを採用する。 

実現する。 

 

 サーバー 

ーには、世界的な標準ソフトでもある Apache を利用する。 

omcat を採用

 

 データベース 

postgres を利用する。DB とサーバー間は JAVA のインタフェース技

 

 

 

を背景に、学生の履修計画を支援、指導していくものである。よって本システムを今後ク

ラスターナビゲーションシステムと呼称する。以降はＣＮシステムと略して話を進めてい

く。 

４．１

 ＣＮシステムはＷＥＢ上

のＷＥＢアプリケーション三層フレームワークにおいて実装される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



クライアントにお

アプレットの通信手段には、ソケットのストリーム通信を利用する。 

その他の情報収集、時間割作成等の機能は、HTML の通信機能によって

HTML との通信は、通常の http によるリクエストとレスポンスに任せる。 



 WEB サーバ

 アプリケーションサーバーは、JAVA servlet コンテナを実装した Apache T

する。 



 データベースには

術、JDBC を使う。 

 

 

JAVA アプレット 

 

TML H

 

・WEB サーバー 

・アプリケーション

サーバー 

データベ

ース 
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４－２．システム概要 

クチャと併せてまとめると、CN システムは JAVA Applet によっ

て

能が求められる 

．科目関連図機能：履修計画図を作成、表示するグラフィック・エディタ。 

可能にする

シミュレーション機能：作成した履修計画図をベースに、各学期の時間割に

以降にCNシステムの使い方を記述する。基本的には、前章の設計と仕様どおりに実現さ

前章の内容をアーキテ

実現されたグラフィック・エディタがその中心機能となり、ＷＥＢ上にて作成した個々

人の履修計画をネットワーク越しに一元管理し、適切なナレッジ・マネージメントを行う

ことで、学生の履修計画の支援を行うものである。 

これを実現する為に、システムには大別して３つの機

 

１

２．授業情報閲覧機能：授業のカテゴリ分けを行い、授業内容の検索と閲覧を

機能。 

３．履修計画

実際に授業を配置し、スジュールを立てて、履修計画のシミュレーションを行う機能。 

 

 

れたものなので、ここでは操作法を中心に説明を行う。なお本システムは平成 14 年 7 月現

在、http://www.entrance.sfc.keio.ac.jp/entrance/jsp/login.jsp にて暫定公開中である。 
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４－３ クラスター図の作成 

る 

 者が作成した、既知の授業同士の関係を図示する

スター図の作成 

 分自身の履修計画を、エディタを使って作成する機能 

 学 るには、ある程度の科目間の関係を把握していなければならな

科目関連図の機能は二つ存在す

 教員と学事、あるいはシステム担当

機能 

→クラ

それを参考に、学生が自

→履修計画図の作成 

生が履修計画を立案す

い。これらの情報は履修マニュアル（SFC ガイド）に存在するので、まずはこの科目間情

報をシステムに入力する必要がある。これは学事が例年用意する情報に加え、教員が適時

加えていくことになる。この状態においてできあがった科目間の全体図は、「科目関連図」

と呼ばれるものであり、SFC においてはクラスターを基盤にするため、クラスター図とも

いえる。 

 

 
（図４－１ 科目関連図機能） 

 

生は、このクラスター図を参考に、自分自身で履修計画図を作成することになる。 学
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４．４ 履修計画図の作成 

って履修計画を立てる際には、複数の手段を組み合わせて利用

 画面の構成 

目的に応じた科目群がロードされる。クラスター内科目の一覧や、

 － である。上部に配置されたツールバーの

 －メニューバーからファイルの操作、モードの切替などを行う。 

 新規作成 

 

 ロード 

 

 ズームイン・アウト 

ーム度で閲覧する。マウスを左右に右クリックしながらドラッ

 閲覧モードに切替え 

 

 編集モードに切替え 

 

 科目カードを移動する 

 

 科目カードを削除する 

 

 矢印をひく 

印を引き、関連を表現する。ツールバーの矢印ボタンを押し、目的のカ

 学生が CN システムを使

することになるが、ここでは履修計画図（図４－１）の使い方について述べる。 

 



 －左ウィンドウには、

自分が興味登録した科目がロードされる。 

右ウィンドウは、科目関連図を編集する場所

ボタンを押しながら編集を行う。 

 



 －新たな履修計画図を作成する。メニューバーから選択する。

 



 －過去に作成した履修計画図をロードする。メニューバーから選択する。

 



 －履修計画図を様々なズ

グする。 

 



 －編集不可の状態にする。メニューバーから選択する。

 



 ―編集を可能にする。メニューバーから選択する。

 



 －科目カードを移動して自由に配置する。マウスの左クリックでドラッグする。

 



 －配置した科目カードを削除する。ツールバーの削除ボタンを押す。

 



 －カード間に矢

ードを選び、マウスで左クリックする。 
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生はこれを、例えば以下のような手順で操作、利用する。 

せて選択し、ロードする。 

学

１．教員が作成した、様々な履修計画例を、自分の目的に合わ

２．それをベースに、自分にとって必要な授業を追加し、そうでないものは消していく。 

３．そのようにしてできあがったオリジナルの履修計画図に、名前をつけて保存する。 
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４．５ 授業情報の閲覧 

うな機能が含まれる。 

－３） 

 閲覧機能には、以下のよ

・ 授業情報（図４－２） 

・ 教員情報閲覧機能（図４

  

 

（図４－２ 授業情報閲覧）         （図４－３ 教員情報閲覧） 

 授業情報閲覧ページ（図４－２） 

 

形式、関連 URL などの

 － 」リンクを押すことによって、

 

 教員情報閲覧ページ（図４－３） 

員プロフィールが存在するが、それを拡張した形に

 

 －ここには各種項目に従った授業に関する情報が記述される。

 －授業概要、履修条件、前提推奨科目、最大受け入れ人数、評価

項目が存在する。担当教員情報へのリンクも存在する 

この科目に興味を持った場合、「チェック科目に登録する

自分の興味科目としてシステムに登録することができる。登録された科目は履修計画

図や時間割機能（後述）にて、特別な扱いを受けることになる。 



 －教員に関する情報が表示される。 

 －SFC には既にオンライン上にも教
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なっている。 

 

 

（図４－４－１ 領域内授業一覧表示） 

 

た、科目の閲覧を容易にするため、様々なカテゴリに分けられたページが存在する。 

 領域内授業一覧（図４－４－１） 

 

を与え

 

 クラスターカテゴリ表示（図４－４－２） 

 

ま

 



 －それぞれのクラスターには環境情報、総合政策、複合系の科目が存在する。

－情報処理科目、デザイン言語科目、データサイエンス科目等、特別なカテゴリ

られた科目を表示する。 

 

 －クラスターごとに科目が分けられて表示される。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 74



 

（図４－４－２ クラスターカテゴリ表示） 

 

 開講学期や時限 

その時

 五十音別 

音順に並べて

（図４－４－３ 科目種類、開講時限、五十音表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 －開講される学期や、

限ごとに科目を表示する。 

 



 －講師を五十

表示する。 
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４．６ 履修計画のシミュレーション 

案した履修計画図を実際のスケジュールに合わ

－５上部）、時間割登録機能 

能 

 履修計画シミュレーション機能は、立

せて配置していくためのものである。具体的には時間割機能を核として、以下のような

機能が実装されている。 

・ 時間割表示機能（図４

・ 単位計算機能（図４－５下部） 

・ 過去、未来の時間割登録、確認機

・ 履修登録機能 

 

 
（図４－５－１ 現在時間割画面表示） 

 

 現在時間割画面の構成 

のプロフィール情報（興味登録した授業や、興味クラスター、

 － の時間割が表示されている。変更ボタンを押すこと



 －左ウィンドウには、学生

職種など）が表示されている。 

右ウィンドウ上部には、現在学期

で時間割変更画面(図４－５－２)に進む。登録された授業は時間割に表示され、授業名

のリンクをクリックすると、その授業の情報ページが表示される。 
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 － 象の科目が選択さ

―右

― 単位計

― とで、未来の時間割に授業を仮想配置し、

 

右ウィンドウ中部には、警告メッセージが表示される。履修制限対

れた場合や、前の時限が二時限連続科目だった時などに警告メッセージが表示される。 

ウィンドウ下部には、単位計算表が表示される。ここには以前に履修登録された履修

済み科目の単位と、今学期履修しようとしている最大単位の合計が表示される。 

「過去の履修を振り返る」リンクを押すことで、過去に履修した科目の時間割と

算結果のページを閲覧することができる。 

「未来の履修を立ててみる」リンクを押すこ

シミュレーションすることができる。 

 

（図４－５－２ 時間割変更画面） 
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学生はこのシミュレーションを、以下のように行う。 

割登録ページにて、時間割登録候

時限ごとに

 

お、1 つの時限には、５つまでの授業を登録できる。履修できるのは１つだが、これによ

．７ 履修計画の立案 

画図機能」、「授業情報閲覧機能」、「履修計画シミュレーション

 個人による履修計画の立案 

して、自分が興味を持つ授業を発見し、システムに登録す

履修計画図機能」を使い、さきほど登録した授業を履修計画図に配置する。さらにそ

計画シミュレーション機能」によって、完成した履修計画図を時間割に配置する。 

状では２と３を繋ぐ機能が自動化されていないため、学生が自分で履修計画図を見なが

ら既存のクラスター図を履修計画図としてロードし、

 他の学生とのコラボレーションによる履修計画の立案 

よる新たな知恵の創造を、こ

１．授業閲覧ページにて、興味登録された授業が、時間

補として表示されているので、今期履修するならば時間割に登録する。 

２．興味授業がなくても、時間割登録ページには、今期履修な全ての授業が、

一覧表示されているので、授業内容を確認しながら適時授業を選んで、時間割に登録

する。 

３．単位計算表や警告メッセージを見て、必要ならば授業の取捨選択を行う。

 

な

って、過去の時間割にて、どのような授業に自分が興味を持ったか、そして自分が何を履

修選択したか、を確認することが可能になり、履修計画を振り返ることができる。 

 

 

４

 これまで述べた「履修計

機能」が本システムを構成する三大要素だが、これらは単体で稼動するのではなく、履修

計画の立案と実現という手順に従うことでその効果を発揮する。様々な履修計画の立案手

順が考えられるが、いかにその例を挙げる。 

 



１．「授業情報閲覧機能」を利用

る。 

２．「

の興味授業に関連する授業（前提、推奨科目など）を履修計画図に配置し、線で関係をつ

なぐ。 

３．「履修

 

現

ら時間割に配置することになる。 

 もう一つの手段としては、初めか

興味のない科目を削っていくというものがある。しかしこの方法はクラスター外の科目を

見逃してしまう恐れがあるので、他の方法と組み合わせて利用する必要がある。 

 



 本研究の原動力ともいえる、他者とのコラボレーションに

こで実現することになる。作成された履修計画図、履修計画シミュレーションの時間割は、
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他者からの閲覧も検索によって可能である。学部、学年や登録クラスターから同じ進路を

目指す学生を検索し、その履修計画図を閲覧する。 

 

これらの手順をフローチャートにすると、以下のようになる。 

 

 

 所属クラスターを決定する 
 

 

 

 

 
他の学生の計画図を参照する クラスター内科目情報を閲覧する 

 

 

 

 

興味ある授業をシステムに登録する

 

 

 

興味授業から履修計画図を作成する 他人の計画図を参考に履修計画図を作成する

 

 

 

 

履修計画図に配置された科目を、４年間分の時間割に配置する 

 

 

 

 

単位を仮想計算し、学期ごとに履修を決定する 
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４．８ ユーザープロフィール 

履修計画図等の情報を共有する為には、適切な学生情報が登録されている必要がある。 

 

 

またこれらの情報は、時間割シミュレーション機能が、学生個人の状況に合わせた結果を

抽出する際にも必要になる。ユーザープロフィール登録画面（図４―６）は以下のように

なっている。 

 

 
（図４―６ ユーザープロフィール画面） 

 

時間割シミュレーション機能はここで入力した入学年度を参照することによって、個人

の現在時間割を学期ごとに自動的に切り替えていくことができる。また学生検索によって、

履修計画図等を共有閲覧する場合、ここから所属研究会、サークル、学年や学部の情報を

参照することによって、多様な検索を行うことが可能になる。 
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４．９ サイトとしての機能 

CN システムは単体のツールではなく、WEB アプリケーションとしての立場をとってい

 

CN システムを利 するためには、

生は画面下のリンクからユーザー

（図４―７ ログイン画面） 

 

グイン直後にユーザー（学

し

 

 

る。そのためポータルサイトとしての最低限の体裁を整える必要がある。 

 

用

SFCにてアカウントを保持する必要

がある（SFC のメールアドレスが必

要になる）。ログインは独自のアカウ

ントにて行う。 

 

学

登録（図４－６）を行い、初期パス

ワードをメールにて受け取る。 

 

 

ロ

生）に表示される画面である。 

カリキュラム情報閲覧、履修計

画図、履修シミュレーションペ

ージへのリンクや検索機能が

存在する。さらにサイト全体や

カリキュラムの説明などへの

リンクも用意されている。 

このページはWEBサイトと

ての中核として位置付けられ

る。 

 

 

 

 

 

（図４―８ ユーザーホーム画面） 
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第五章 

．１ システムの現状と評価 

研究は、以上の実装状況からも見られるように、実体化された成果は大きく、システ

ム

、人

 学生が CN システムを利用した結果、卒業までに有意義な学習を行うことができたか 

ことができたか。 

るも

のようにシステムの客観的評価は、それが本格稼動して時間が経過するまで得ることが

 学生に必要な情報を一つの窓口で提供する 

業の詳細までを、WEB サイトという一つ

研究の評価と展望 

 

５

  

本

も配備されて実現まで後一歩のところまで来ている。しかし、現状では、各機能の単体

としての完成度は高いものの、サイト全体としての連携はまだ十分とはいえない。さらに

膨大な授業データを入手し、入力、管理することを個人でやることは不可能である。また、

学生が履修計画を学期開始と共にはじめることを考慮すると、データは学期前に学事から

入手する必要がある。つまりシステムが継続して利用されていく為には、本研究をある程

度の規模をもった組織に委託し、学事と積極的に連携をはかっていくより他はない。 

 本研究に問われる成果は多岐にわたり、殆どは一学期間に答えがでるものではなく

によって使用程度も異なる。単位計算だけの目的に CN システムを使ったり、授業シラバ

スの延長線として授業情報の閲覧のみを行う学生もいると思われる。しかし本研究に対す

る真の評価項目は以下のものである。 

 



 これはもっとも大きな評価項目である。履修計画図をたくさん作っても、卒業時に有意

義だったと学生が感じることがなければ、研究に対し高い評価を与えることはできない。

これを計測するには、学生が最低Ⅰ－2 年は本システムを利用し、卒業することが条件にな

るので、本論文においてその評価を述べることは不可能である。 

 最初に設定した進路と履修計画に従って、継続した学習を行う

 履修計画にはそれを実行する継続性が必要である。しかし履修の方針転換を否定す

のではなく、その際には最短経路の履修計画を入手し、実行する必要がある。これを計測

するには最低でも二学期が必要な為に、現状では評価することはできない。 

 

こ

できない。そこで本研究に要求された役割が、システムによって機能的に実現されたかど

うか、をここでは評価する。以下、一章で挙げられた役割が CN システムにてどのように

実装されたかを説明し、評価する。 

 

①

 これについては、カリキュラムの仕組みから授

の窓口を通して全て掲載することで実現している。また関連施設や機関にもリンクを適時

張ることによって、幅広い情報を網羅することが可能になった。このような多くの情報を、

学生にとって意義のある形でカテゴリ分けを行い、キーワード検索という無機質な手段に

 82



頼らず、全体像を見据えながらの探索を行う手段を提供した。 

 

② 履修計画の方法論を考案し、それに従った履修計画の立案を可能にする 

いる。自分で

 履修計画を洗練し、新たな知を生み出すことができる知的創発環境を実現する 

ある。

 履修選択活動を容易にする 

するものであり、実際に履修する段階においては、時間

 長期的な履修計画スケジュールを作成できるようにする 

割を振り返り、未来の時間割

上のように、研究成果として期待された役割は、ほぼ全面的にシステムとして機能的に

 CN システムは、4 章７節にあるように様々な履修計画の方法論を実現して

一から発見と創造、挑戦を繰り返すことによって履修計画を立案することを可能にする一

方で、既存のものを発展あるいは模倣することによって手軽にシステムの機能を利用する

こともできる。学生はこれに従って履修計画を立案することによって、自然な形で複雑な

システムを利用することができるのである。 

 

③

 新たな知を創り出すには、知恵を創り出す環境と、それを再利用する環境が必要で

CN システムにおいては、履修計画エディタによって、新たな履修計画を視覚的に作成する

ことができるようになった。授業をカードのように配置し、その授業情報を瞬時に把握し

ながら関係づけを行うことによって、作成者にも利用者にも分かりやすい知的創発環境と

呼べるものが実現された。また他人の履修計画を参照し、自分流にカスタマイズすること 

によって再利用による新たな知（履修計画）の創造を可能にした。 

 

④

 履修計画図は履修の流れを画定

的、単位的な制約、学年的な制約等がこれに対して課されることになる。この制約を考慮

しながら履修を決定するプロセスは、学生に大きな負荷をかけるものだが、CN システムに

よってこれらの負荷は軽減されることが可能になった。時間割による授業登録は時間的制

約をなくし、単位計算機能による登録授業単位の自動計算は、単位的制約の問題をもクリ

アする。さらに学年的に履修できないケースや、連続時限の授業と通常時限の授業が競合

した場合に警告を発する機能をも備え、カリキュラムの制約による履修選択プロセスの煩

雑さを全面的になくすことができた。 

 

⑤

 CN システムの履修計画シミュレーションにて、過去の時間

に授業を仮想配置する機能を実現した。これによって作成した履修計画図に配置された授

業を、未来の時間割に配置することが可能になり、単位計算を含めたカリキュラムの制約

を意識しながら長期的な履修計画プランを作成することが可能になった。また過去の自分

の時間割を振り返り、軌跡と方向性を確認することもできるようになった。 

 

以

実現することができた。後は長期的な運用から、客観的な評価を得ることにより、繰り返
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し機能の改善をはかっていくことが求められる。しかし運用を行うには、前述のように組

織的な行動と安定したシステムの支援環境が必要になる。システムの完成度を高め、他組

織に委託することは決して容易ではないが、2002 年 9 月より試験導入し、2003 年度 4 月

からの本格運用を目指したい。具体的には以下のステップを踏むことになる。 

 

１．今年度開講される授業名一覧をデータベースに登録し、科目の関連を入力する。これ

し、閲覧が可能になる。 

．ＳＦＣガイド（履修マニュアル）に存在する情報をデータベースに登録する。これに

化される。しかし今年度をもってこれは学事が実現し

ようになる。 

こまでは「履修計画図」機能を静的に扱ったものであり、学生の個人が履修計画を作成

．学生アカウントを有効にする。プロフィール作成とログイン機能を導入する。これに

保存できるようになる。 

の段階で学生は履修計画を立案することが可能になる。2003 年度の開始と共にこれは導

．履修計画シミュレーション機能を有効にする。これによって以下のことが可能になる。 

することができる。 

修計画シミュレーション機能は複雑な仕様を持っている為に、システムに不具合が存在

によって以下のことが可能になる。 

 最低限のクラスター図が完成

 

２

よって以下のことが可能になる。 

 ＳＦＣガイドがオンライン

てしまったために効果は半減される。 

 クラスター図から授業情報を閲覧できる

 

こ

することは考慮せず、学事の立場から履修における参考情報を提供することに特化する。

その為比較的安全に実現し、導入することができる。これを 2002 年度秋学期に備えて導入

する。 

 

４

より以下のことが可能になる。 

 個人が履修計画図を作成し、

 他人の履修計画図を閲覧できるようになる。 

 

こ

入する。 

 

５

 単位計算ができるようになる。 

 過去と未来の時間割を参照、登録

 現在の時間割に科目を登録することができる。 

 

履

する可能性があり、導入は慎重に行うべきである。可能ならば 2003 年度をもって導入した

い。 
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なお、ここまでは研究室ベースでの運用を行う。本研究は大岩研究室の enTrance プロジェ

．本格運用が可能であると判断されれば、委託機関を探すことになる。学事との関係を

での運用をはかることにな

 

クトの一環として行われたものであり、これより一年間は引き続き研究室の有志によって

運用され、評価を得る。評価次第によって、本格運用への道を探ることになる。 

 

６

もつＳＦＣにおいての学生組織には、ＳＯＩやＳＦＣ－ＭＯＤＥなどがある。これら

の組織にそれらの有用性を説明し、委託させてもらう。 

もし委託機関が見つからなければ、期間が許す限り研究室

る。無事に見つかれば、委託するための支援ツールを開発することになる。全て整い

次第、委託する。 
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５．２ 今後の課題 

本研究を評価するにあたって、様々な課題も浮上することになった。より利便性と実

 メインの機能である、科目関連図機能を、ＷＥＢサイトとしての履修計画シミュレー

履修計画図の情報を、自動的に時間割に配置するアルゴリズムを開発

 修計画図や時間割に対し、レーティングを行うなどして、優れた情報の選別を図る

用意された授業の関連は、あくまで建前のものである。より

 知的情報（履修計画図、授業情報、時間割）に対し、様々なメタ情報による分類を行

っている。より目

 授業同士の関連付けに留まらず、研究会や将来の進路と、各授業の関連付けを行い、

連だけではない。良い研究会と

 教員、SA、TA が随時授業情報を更新できるようにすること 

更することを可能にさせ

 

 

用性の高いＷＥＢサイトを目指すにあたっては、以下のような課題をクリアすることが

要求される。 

 



ション機能や授業閲覧機能に組み込んで、利便性の向上と統一性を図ること 

 授業情報ページを表示する時に、学事の情報に基づいたクラスター図から、指定

の授業に関連する授業を図示することで、より分かりやすい授業情報の提供が可

能になる 

 作成された

できれば、学生の負担は軽減する 

 

 履

仕掛けを提供すること 

 学事と教員によって

正確な情報を提供するために、学生による履修計画図のレーティングを可能にさ

せる。公平性と客観性に基づいたデータ項目の選定を行う必要がある 

 



い、ユーザーによる効果的な検索とマッチングを可能にすること 

 現在は学生を検索することで、履修計画図を探し出すことにな

的に応じた質の高い検索を可能にするために、履修計画図や時間割に様々なメタ

情報をつけることを視野にいれる 

 



学生にとって本当に必要な情報の提供を目指すこと 

 学生の履修計画に関係する事項は、授業同士の関

のめぐり合わせ、同士や教員との出会いなどが決定的要素である時もある。これ

らの事項をシステムに反映させ、コミュニケーションサイトとしての可能性を探

る 

 



 教員を含めた指導陣がシステムにアクセスし、情報を変

て情報の鮮度を維持する。 
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 CN システムにおいては、科目の前提、推奨関係等、物事の関連についての実現手段が、

とで、ある規則にのっとって

（図５―１ 感性データベース） 

 

えば上図の例では、科目「ネットワーク概論」は学問的なメタ情報として「情報処理基

適切なデータマイニングを行う上でコアな要素になる。しかし科目同士の関連を、人間が

見分けることは困難を伴う。SFC ガイド（履修マニュアル）に記載されている科目の関連

情報は微量であり、建前の関連である恐れもある。教員は他教員の授業のことは知らず、

多くの場合関連を見出すことは不可能に近い。この問題に対し、本研究は学生による履修

計画の立案と共有によって科目の関連を見出すという解決法を提供している。しかしこの

方法では、多くの履修計画が年月をかけて共有される必要があり、さらにそこから学生の

主観を取り除かなくては成らない。情報が蓄積されるまでには時間がかかるが、情報が存

在しなければ利用者が増えることはないのも事実である。 

 そこで本研究においては、感性データベースを導入するこ

システムが自動的に関連を見出すという手段の採用を検討した。現時点では信頼性に欠け

ることもあって実現を見送ったが、将来的に導入する価値は以前存在する。感性データベ

ースとは、特定の物事をメタ情報化し、数値化した上でベクトル値として他のデータとの

相関関係をはかることで、関係の有無や度合いをはかることができるデータベースである。 

 

 

 

 

 

興味：インターネット=8、絵画=0、電車＝4 

ネットワーク概論 

学問：情報処理基礎=８, セキルティ=10、マクロ経済=0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例

礎=８, セキルティ=10、マクロ経済=0」という数値が与えられた。数値が高いほど関連が

強いということになる。そしてこの授業に関連する進路の検索を DB に対して行う。DB に

は職種 SE が「マクロ経済=1,セキルティ=7、情報処理基礎=9」というベクトル値として存

DB 

 

ベクトル演算 

メタ情報化 

進路ーSE：マクロ経済=1,セキルティ=7、情報処 =9・・ 

進路 =6・ 

科目ーワ =8・・ 

理基礎

ー金融アナリスト：マクロ経済=,セキルティ=7, 情報処理基礎

イヤレスシステム論ー：マクロ経済=0,インターネット=10、情報処理基礎

クラスターIT：マクロ経済=0,インターネット=8、情報処理基礎=10・・ 
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在する。この二つの相関関係は高く、必然的に結果として「SE」が検索結果の一つとして

返されることになる。学生の興味分野から関連クラスター（専門領域）を探す場合も同様

にして、「クラスターIT」を結果として得ることができる。そして類似科目を検索した場合

でも同じ仕組みで「ワイヤレスシステム論」が結果として返ってくるのである。この類似

科目に対し、難易度という項目を付け加えれば、科目の前提関係を表現することが可能に

なる。 

 この感性データベースを導入する際のメリットとデメリットは以下のとおりである。 

、前提関係も自動的に表現できるかもしれない 

の選定、値の決定を慎重に行わないと誤った関連付けをもたらしてしま

問と授業からデータを収集し、関連付けのアルゴリズムを考えることが困難

においては、時間の都合上もありプロトタイプ版の実装に留まったが、今後の課題

 ベクトル演算（感性データベース）のメリット 

 授業と進路を、自動的に関連づけられる 

 関連の幅を表現できる（関連の大小） 

 類似の授業を検索できる 

 難易度をベクトル化すれば

 授業の性格から専門領域（クラスター）を自動的に構成できる 

 項目の値に対し、学生の評価をバイアス付加できる 

 デメリット 

 メタ項目

う 

 各学

であり、一大研究テーマになってしまう 

 

本研究

と可能性としてここに記しておくものである。 
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５．４ 研究の展望 

研究の母体である、慶應大学大岩研究室の enTrance プロジェクトは、大学における知

 教材共有環境 

自主教材、授業補助教材、過去のレポート等を、著作権を守りつつ共

－これにより無駄な教材の再開発を最低限なものに抑えることができる為に、指導陣の

―過去の教材を参考にして、不足した部分を補ったり、新たな教材を生み出すことがで

 

 自習支援環境 

様々な学習と評価の手段を考えて、システム化を行う。 

 

ＣＮシステムは、これらの環境をも兼ね備えた大規模システムへの展望を考慮して、今

究は、SFC のクラスター制度に特化したものであって、現状のスタイルを維持

  

 本

的資源を活用し、新たな知恵を創造していくことを目的に発足した。このＣＮシステムは

その一部を具現化したに留まり、目指す先は総合的な学習環境の構築である。具体的には

以下のようなものを想定している。 

 



 －学内に存在する

有する 

負担を軽減できる 

きる。 



 －学生の独習を実現するために、

 －E-learning や Instructional Design の立場から、協調学習、他教材との同期調整、講

義との連動等、幅広く自習の可能性をさぐっていく。 

 

後の発展への道を探ることになる。履修支援環境（ＣＮシステム）、教材共有環境、自習支

援環境共に、共通のメタ項目を持って連動をはかる。これによって相乗効果が生まれるの

である。 

 また本研

する限り、カリキュラム改定と共に一つの役割を終えることになる。しかし履修計画を立

案するということはカリキュラムに依存したものではなく、普遍的な行為である。その為

本研究には機能に汎用性を持たせ、特定のカリキュラムに依存しないシステムを考案する

ことが、以降求められることになる。これを行う為には、カリキュラムを体系化し、一般

の大学にて共通することと異なることを分類した上でのシステム設計をする必要がある。

その体系化の例を図５－２に示す。大学の存在意義は教育理念であり、その最たるものは

人材の育成である。これはつまり進路に関わるものであり、その進路を目指す際に役立つ

知識を提供することが、授業の役割ともいえる。その授業を履修する際に参考になる教材

が、授業の一つの構成材料である。この道筋はどの大学においても一般的には共通要素と

いえる。しかし例えば SFC はその進路を実現する為に、クラスター制度という独自のカリ

キュラムをとっている。学生の興味に応じた授業の開講を行っている大学もあるかもしれ
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ない。これらは学校独自の要素であり、システムはこれらに対し付加的な機能追加を行っ

て対応する必要があるのである。 

 

 

 
教育理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図５―２ カリキュラム構造） 

 

最後に、CN システムは学生に対する情報提供の窓口を単一化する目的を持っているが、 

同時に学生からの要求や履修状況に関する情報を受け付ける窓口でもありたい。企業が顧

客のナレッジを通じて成長するように、大学も学生の学習状況を把握し、改善しながら成

長していくのである。SFC においては、学期末に授業のそれぞれに対する評価を行い、定

期的にキャンパス全体の調査を行っている。しかしこれらの情報は調査対象スコープが狭

すぎたり、広すぎたりして、実際にどれだけの効果を上げているかは疑問である。またそ

れらの情報を学生が参照することも殆どない。CN システムを発展させれば、蓄積される情

報自体が、学生の履修状況を教えてくれることになる。意義のある授業は多くの学生の履

修計画図に配置されるし、履修価値の低い授業はそこからは淘汰されていく。このように

CN システムに蓄積された情報から適切なデータマイニングを行うことによって、大学が学

生の履修計画の状況を把握することが可能になり、それを分析してより効果的なカリキュ

ラムを構成することができるようになるのである。これが実現できれば学生のみならず、

大学に対しても画期的な調査環境が提供されることになる。 

 

 

 

 

授業 

前提知識 前提授業 教材 

進路 

興味 クラスター 
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５．５ 終わりに 

SFC は教育改革に対し積極的な大学であり、多くの試行錯誤を繰り返しながらも常に挑

て行われてきたも

 

 

戦を続けていく姿勢は高く評価されるべきものである。しかし確固たるカリキュラムの方

針が存在しても、学生がそれを理解し、恩恵を受ける為には、何らかの形での支援、ナビ

ゲーションが必要である。本研究は学生に対し、カリキュラムに対する理解を深め、履修

計画の支援、学習意欲の向上と動機付けを行う手段を、考案して提供するものである。こ

れは、ＳＦＣのみならず学ぶ意思を持った者は、潜在的に待ち望んでいることであり、こ

れの実現を目指して研究を行うことには大きな意義がある。 

 また、本研究は大学における未来の知的創発環境の構築を念頭に入れ

のである。新たな知を生み出すための再利用の仕組みを考え、それを促進するために学習

環境を整えることで、大学は新たな形を見出すことができる。現状では日本の教育分野に

おけるナレッジ・マネージメントは、SFC を含め一般の大学で殆どなされておらず、蓄積

されない知識の流出は大きな痛手である。これに対し、大学における知の創造から蓄積、

評価までを行う実用的な情報システムを提供することで、学生の学習環境は改善され、学

校の価値の向上をはかることが可能になる。本研究はこのように履修支援環境をシステム

化し、学生の表面的な要求に答えると同時に、潜在的な学習支援環境の可能性を探り、実

現していく道を開くものである。 
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